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	 この冊子と「取扱説明書 ( クイックスタートガイド )」は、どちら
も必ずお読みください。両方とも、この製品の使用前にご理解いた
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	 特に「安全上のご注意」は必ずお読みください。なお、「取扱説明書
（クイックスタートガイド）」は「保証書」と一緒に必ず保管してく
ださい。

!	 本書では、コンピューター画面に表示される画面名、タッチキー、メ
ニュー名、および製品本体ボタン名および端子名などを、[ ] で囲ん
で記載しています。 

	 記載例： 
—	 [SLIP] をタッチする
—	 [CUE] ボタンを押す
—	 [UTILITY] 画面が表示されます。
—	 Windows の [スタート ] メニューから、[すべてのプログラム ] 
> [Pioneer] > [rekordbox 3.x.x] > [rekordbox 3.x.x] をク
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本機の特長
本機は、クラブプレーヤーの世界標準であるPioneer DJ CDJ シ
リーズの技術を継承したDJプレーヤーです。USBデバイスやコン
ピューターだけでなく、モバイルデバイス ( スマートフォンなど ) の楽
曲を使って本格的なDJプレイをすることができます。PRO DJ LINK、
QUANTIZE、BEAT SYNCなどDJパフォーマンスのための多彩な機
能を備えるだけでなく、高信頼性設計および操作性の高いパネルレイア
ウトを採用することにより、すべてのDJのパフォーマンスを強力にサ
ポートします。

MULTI MEDIA, MULTI FORMAT
USBデバイス ( フラッシュメモリーまたはハードディスク )、モバイル
デバイス内に記録されている音楽ファイルを再生できます。音楽ファイ
ルのフォーマットは、MP3、AAC、WAV、AIFF に対応しています。
音楽管理ソフトウェア rekordbox (Mac/Windows) を使って、DJプ
レイに必要なプレイリスト、キュー、ループおよびビートグリッドなど
を自宅でじっくり準備できます。当日はディスコ/クラブでのDJプレ
イに安心して専念できます。音楽ファイルの入手からDJプレイまで、
各ステップをスムーズに連携させたDJサイクルを実現します。

rekordbox (Mac/Windows)
rekordboxは、楽曲管理とDJ パフォーマンスができる複合ソフトウェ
アです。
rekordbox で管理された音楽ファイルを本機と組み合わせることに
よって、優れたDJパフォーマンスを実現できます。
!	 本書では、Mac/Windows 版 rekordbox を rekordbox (Mac/
Windows)と表記しています。また、rekordbox (Mac/Windows)
および rekordbox (iOS/Android) を同時に表現する場合や、
rekordbox 機能そのものを表現する場合に rekordbox と表記して
います。

rekordbox (iOS/Android)
無償でダウンロードできるスマートフォンアプリ rekordbox (iOS/
Android) を使って、モバイルデバイス内の音楽ファイルを管理 ( 解析、
設定、作成、履歴保存 ) できます。rekordbox (iOS/Android) で管理
された音楽ファイルを本機と組み合わせて使うことによって、優れた
DJパフォーマンスを実現できます。
!	 本書では、モバイルデバイス版 rekordbox を rekordbox (iOS/
Android) と表記しています。

PRO DJ LINK
USBデバイス ( フラッシュメモリーまたはハードディスク ) を使っ
た「USB Export」と、rekordbox がインストールされているコン
ピューターを使った「rekordbox LINK Export」があります。

�� USB Export

USBデバイスを使って rekordbox の音楽ファイルや管理データを受
け渡しできます。ディスコやクラブにコンピューターを持ち込む必要が
ありません。

自宅・スタジオ

rekordbox

!	 音楽ファイルをコレクションに追加・解析する。
!	 rekordbox で準備する。

自宅・スタジオ

rekordbox

rekordbox のデータをUSBデバイスに書き出す。

ディスコ・クラブ

USBデバイスをDJプレーヤーにセットする。

!	 rekordbox のデータを使って演奏する。
!	 PRO DJ LINK を使って rekordbox のデータを共有する。

Date:2011.11.5 
Title:Pro DJ Music, 
Artist: Pioneer DJ...

演奏履歴がUSBデバイスに保存される。

自宅・スタジオ

rekordbox

Date:2011.11.5 
Title:Pro DJ Music, 
Artist: Pioneer DJ...

演奏履歴を rekordbox で確認・管理する。

�� rekordbox LINK Export

本機とコンピューターを LANケーブルを使って接続すると、
rekordbox の音楽ファイルや管理データを直接受け渡しできます。
USBデバイスにデータをエキスポートする手間を省けます。無線LAN
ルーター ( または無線 LANアクセスポイント ) を使って無線で接続す
ることもできます。
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自宅・スタジオ

rekordbox

!	 音楽ファイルをコレクションに追加・解析する。
!	 rekordbox で準備する。

ディスコ・クラブ

rekordbox

コンピューターとDJプレーヤーを接続する。

rekordbox

!	 rekordbox のデータを使って演奏する。
!	 PRO DJ LINK を使って rekordbox のデータを共有する。

自宅・スタジオ

rekordbox

Date:2011.11.5 
Title:Pro DJ Music, 
Artist: Pioneer DJ...

演奏履歴を rekordbox で確認・管理する。

TOUCH DISPLAY
本機はDJプレイ時に必要な情報を分かりやすく表示する、高精細大
型フルカラータッチディスプレイを搭載しています。DJプレイ時に必
要な情報を分かりやすく表示するだけでなく、AUTO BEAT LOOPや
HOT CUE などの多彩な機能を備えることにより、確実かつアグレッ
シブなDJパフォーマンスを実現します。

�� BROWSE

音楽ファイルのリスト表示と、簡単に操作できるロータリーセレク
ターの組み合わせにより、ストレスなく選曲できます。また、楽曲の
アートワーク表示により、目的の楽曲を直感的に探し出すことができ
ます。

�� KEYWORD SEARCH

タッチディスプレイ内にキーボードを表示し、タイピングによる
キーワード検索を可能にしました。目的の音楽ファイルを確実に素早く
検索できます。

�� WAVE/WAVE ZOOM

全体波形 (WAVE) を表示することにより楽曲全体の構成を視覚的に
把握できます。また帯域別に色分けして、拡大 /縮小可能な拡大波形 
(WAVE ZOOM) を表示することにより、瞬時に楽曲展開を把握でき
ます。

�� NEEDLE SEARCH

全体波形 (WAVE) を指でタッチすると、タッチした付近の音を瞬時
に再生できます。直感的な操作による素早いポイントサーチを実現し
ます。

�� HOT CUE

事前に設定しておいたキューポイントから瞬時に再生できるホット
キューを備えています。

�� AUTO BEAT LOOP

曲のテンポをもとに自動的にループを設定するオートビートループを
備えています。

BEAT SYNC
rekordbox で解析された楽曲のGRID 情報をもとに、本機で再生する
楽曲のテンポ (BPM) と拍位置をPRO DJ LINK 接続されている他の
DJプレーヤーに自動的に合わせることができます。ビートシンク機能
によってミックスをアシストすることで、ミキシングやエフェクトなど
のパフォーマンスが可能になり、DJ プレイの幅が大きく広がります。

QUANTIZE
rekordbox で解析された楽曲なら、ループ /リバース /スリップ
ループなどを使うときに、操作タイミングがビートとずれた場合でも自
動で補正するQUANTIZE 機能を搭載しています。再生中の楽曲のリ
ズムを崩すことなく確実なパフォーマンスを行えます。

SLIP MODE
ループ/リバース/スクラッチ/ポーズ/ホットキュー中にバックグラ
ウンドで楽曲を再生し続けるスリップモード機能を搭載しています。こ
れにより、ループ /リバース /スクラッチ /ポーズ /ホットキュー後で
も原曲の展開を変えることなくDJパフォーマンスを続けることがで
きます。

KUVO
KUVOは「ダンスミュージックを楽しむ次世代空間を創造する」をコン
セプトに、クラバー・DJ・クラブがつながりクラブ内外問わずより多く
の人々がクラブカルチャーを今まで以上に楽しむためのサービスです。
サービスの内容についてはこちらをご覧ください。
http://kuvo.com/

DETACHABLE STAND
製品本体のスタンドは取り外し可能です。通常の状態ではDJミキ
サーと同じ高さとなっており、お好みの機材レイアウトに応じてスタン
ドを外し薄型で使用することも可能です。

http://kuvo.com/
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対応ソースについて
本機は以下のソースに対応しています。
!	 USBデバイス
!	 コンピューター (p.​18​)

使用できるメディア
本機は、外付けハードディスク、携帯フラッシュメモリー、およびデジ
タルオーディオプレーヤーなどのUSBマスストレージクラスのUSB
デバイスに対応しています。

フォルダー階層 最大8階層 (8階層を超えるフォルダーに含まれているファ
イルは再生できません )。

最大フォルダー数 無制限 (1 つのフォルダー内に10 000を超えるフォル
ダーは表示できません )。

最大ファイル数 無制限 (1 つのフォルダー内に10 000を超えるファイル
は表示できません )。

対応ファイルシ
ステム FAT16、FAT32、HFS+ (NTFS には対応していません )

!	 rekordbox (iOS/Android) がインストールされているモバイルデバイスを
USB経由で接続することにより、rekordbox の管理している楽曲を再生でき
ます。対応機器についてはPioneer DJ サポートサイト (http://pioneerdj.
com/support/) でご確認ください。rekordbox (iOS/Android) については
rekordbox のオンラインサポート (http://www.rekordbox.com) をご覧く
ださい。

!	 フォルダーやファイルの数が多いときは、読み込みに時間がかかることがあり
ます。

!	 制限を超えるフォルダー、ファイルは表示できません。

使用できない USB デバイス
!	 外付けDVD/CDドライブなどの光ディスク系デバイスは使えま
せん。

!	 USBハブは使えません。
!	 iPod は使えません。(iPod touch、iPhone 内の音楽データは
rekordbox (iOS/Android) のライブラリに加えない限り、本機で
再生できません。)

=	「本製品に接続できる iPod/iPhone」 (p.​9​)

USB デバイスをお使いいただくときのご注意
!	 USBデバイスによっては正常に動作しないことがあります。本機と
の接続により、USBデバイスにお客様が記録されたデータが損失、
またはその他の直接・間接の障害が発生した場合でも、当社は一切
の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

!	 本機のUSBデバイス挿入口に許容量以上の電流が流れるとUSB
インジケーターが点滅し、USBデバイスへの電源供給を停止して
通信を止めることがあります。正常な状態に戻すためには、本機に
接続されたUSBデバイスを取り外してください。過電流が検出さ
れたUSBデバイスの再使用は避けてください。以上の方法で正常
な状態に戻らない ( 通信しない ) ときは、いったん本機の電源をオ
フしてから再度電源をオンしてください。

!	 USBデバイスに複数のパーティションの設定をしているときは、
最初のパーティションだけ使えます。(rekordbox のライブラリ情
報がある場合は、rekordbox のライブラリ情報の格納されている
パーティションが優先されます。)

!	 フラッシュカードリーダー搭載のUSBデバイスは、正常に動作し
ないことがあります。

!	 お使いのUSBデバイスによっては、期待したパフォーマンスが得
られないことがあります。

再生できる音楽ファイルフォーマット
本機は以下のフォーマットに従った音楽ファイルに対応しています。

種類 ファイル拡張子 対応フォーマット ビット処理 ビットレート サンプリング周波数 エンコード方式

MP3 .mp3
MPEG-1 AUDIO LAYER-3 16 bit 32 kbps ～ 320 kbps 32 kHz, 44.1 kHz, 

48 kHz CBR, VBR

MPEG-2 AUDIO LAYER-3 16 bit 8 kbps ～ 160 kbps 16 kHz, 22.05 kHz, 
24 kHz CBR, VBR

AAC .m4a, .aac, 
.mp4

MPEG-4 AAC LC 16 bit 16 kbps ～ 320 kbps
16 kHz, 22.05 kHz, 
24 kHz, 32 kHz, 
44.1 kHz, 48 kHz

CBR, VBR

MPEG-2 AAC LC 16 bit 16 kbps ～ 320 kbps
16 kHz, 22.05 kHz, 
24 kHz, 32 kHz, 
44.1 kHz, 48 kHz

CBR, VBR

WAV .wav WAV 16 bit, 24 bit － 44.1 kHz, 48 kHz 非圧縮 PCM

AIFF .aif, .aiff AIFF 16 bit, 24 bit － 44.1 kHz, 48 kHz 非圧縮 PCM

MP3 ファイルについて
MP3ファイルには、固定ビットレート (CBR:Constant Bit Rate) 
と可変ビットレート (VBR:Variable Bit Rate) があります。本機では
どちらのファイルでも再生できますが、VBRは CBRに比べサーチや
スーパー・ファースト・サーチの速度が遅くなります。操作性を優先す
るときはCBRで記録することをお勧めします。

AAC ファイルについて
!	 AAC とは、「Advanced Audio Coding」の略で、MPEG-2、
MPEG-4で使われる音声圧縮技術に関する基本フォーマットです。

!	 AACデータは、データ作成に使ったアプリケーションによってファ
イル形式と拡張子が異なります。

!	 本機では、iTunes®によってエンコードされた、拡張子が「.m4a」
の AACファイルのほか、「.aac」、「.mp4」を再生できます。た
だし、iTunes STORE等で購入された著作権が保護されている
AACファイルは再生できません。またエンコードする iTunes の
バージョンによっては再生できないことがあります。

ID3 タグについて
音楽ファイルから読み込めるタグ情報は、ID3タグ (v1、v1.1、
v2.2.0、v2.3.0、v2.4.0) またはメタタグです。

http://pioneerdj.com/support/
http://pioneerdj.com/support/
http://www.rekordbox.com
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音楽ファイルのアートワークについて
音楽ファイルに追加できるアートワーク画像のファイル形式は、JPEG
です ( 拡張子：“jpg”、“jpeg”)。
!	 800 x 800ドットより大きいファイルは表示できません。

文字表示について

�� MP3/AAC

トラック名などを表示する際、Unicode 以外のローカルコードで書か
れている文字を表示したいときは、[LANGUAGE] 設定を変更してくだ
さい。
=	「言語を変更する」 (p.​31​)

ソフトウェアを準備する
音楽管理ソフトウェア rekordbox、ドライバーソフトウェアは付属さ
れていません。
rekordbox、ドライバーソフトウェアを利用するには、rekordbox サ
イトおよびPioneer DJ サポートサイトにアクセスして、ソフトウェ
アをダウンロードしてください。
!	 インターネットの接続に必要なコンピューター、ネットワーク機
器、その他のインターネット利用環境はお客様でご用意ください。

rekordbox について
rekordboxは、楽曲管理とDJ パフォーマンスができる複合ソフトウェ
アです。
rekordbox で管理された音楽ファイルを本機と組み合わせることに
よって、優れたDJパフォーマンスを実現できます。

�� rekordbox (Mac/Windows) を入手する

1	 コンピューターでウェブブラウザーを起動し、
rekordboxサイトにアクセスする
http://www.rekordbox.com

2	 rekordboxサイトで [Download] をクリックし、ダウ
ンロードページから rekordboxをダウンロードする
!	 rekordbox (Mac/Windows) の各種情報やサービスについて
は、上記のサポートサイトをご覧ください。

�� rekordbox (iOS/Android) について

rekordbox (iOS/Android) がインストールされているモバイルデバイ
スをUSB経由で接続することにより、rekordbox の管理している楽
曲を再生できます。対応機器についてはPioneer DJ サポートサイト 
(http://pioneerdj.com/support/) でご確認ください。
!	 rekordbox (iOS/Android) のインストールについては、弊社ウェ
ブサイト (http://www.rekordbox.com) をご覧ください。

著作権についてのご注意
rekordbox では、著作権保護の対象となる音楽コンテンツの再生や複
製が制限されています。
!	 音楽コンテンツに著作権保護のための暗号データなどが埋め込ま
れているときは、プログラムが正しく動作できないことがあり
ます。

!	 音楽コンテンツに著作権保護のための暗号データなどが埋め込ま
れていることを検知したときは、再生や読み込みなどの処理を中止
することがあります。

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権法上、
権利者に無断で使用できません。
!	 CD などから録音される音楽は、各国の著作権法ならびに国際条約
で保護されています。また、録音した者自身が、それを合法的に使
用するうえでのすべての責任を負います。

!	 インターネットなどからダウンロードされる音楽を取り扱う際は、
ダウンロードした者自身が、ダウンロードサイトとの契約に則って
それを使用するうえでのすべての責任を負います。

オンラインサポートのご利用について
rekordbox の操作方法や技術的な質問をお問い合わせいただく前に、
rekordbox (Mac/Windows) のユーザーマニュアルおよびオンライ
ンマニュアルをお読みいただくとともに rekordbox のオンラインサ
ポートに掲載されております FAQをご確認ください。

<rekordboxのオンラインサポート>
http://www.rekordbox.com

http://www.rekordbox.com
http://pioneerdj.com/support/
http://www.rekordbox.com
http://www.rekordbox.com
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スタンドを取り付ける
本製品はスタンドを簡単に着脱できます。従来のDJプレーヤーやDJ
ミキサーと並べて使用するときは、スタンドを取り付けることで操作面
を同じ高さにそろえることができます。

取り付け方法

1	 本機底面のガイド孔に合わせて、スタンドの突起部を挿
入する

2	 そのままカチッと音がするまでスタンドを押す

3	 2か所のリリースレバーが確実に本機に引っかかってい
て外れないことを確認する

取り外し方法

1	 スタンド裏面の2か所のリリースレバーを内側に動かし
てロックを解除する

2	 そのままスタンドを取り外す

リリースレバー

  注意
製品を持ち上げた状態でリリースレバーのロックを解除すると、製品を
落下させる恐れがあります。スタンドを取り外す際は、しっかりと製品
を保持してから行なってください。



Ja8

接続する
!	 機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。
!	 接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。
!	 電源コードは、機器の接続がすべて終わってから接続してください。

!	 LANケーブルを使って接続を行う際は、必ず本製品に付属の LANケーブルまたはSTP ( シールドケーブル ) をお使いください。
!	 PRO DJ LINK を使って音楽ファイルまたは情報を共有しているときは、LANケーブルを取り外さないでください。

各端子の説明

1 3 42

1	DC IN
ACアダプターと接続します。
電源コードは、機器の接続がすべて終わってから接続してくだ
さい。
必ず付属の電源コードをお使いください。

2	AUDIO OUT L/R端子
音声ケーブル ( 付属 ) を接続します。

3	LINK端子
LANケーブル ( 付属 ) を接続します。

4	USB端子
コンピューターと接続します。

 注意
製品の仕様により、本体部やリモコン ( 付属の場合 ) のスイッチを操
作することで表示部がすべて消えた状態となり、電源プラグをコンセ
ントから抜いた状態と変わらなく見える場合がありますが、電源の供
給は停止していません。製品を電源から完全に遮断するためには、電
源プラグ ( 遮断装置 ) をコンセントから抜く必要があります。製品は
コンセントの近くで、電源プラグ ( 遮断装置 ) に簡単に手が届くよう
に設置し、旅行などで長期間ご使用にならないときは電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。火災の原因となることがあります。

基本スタイル
本機のプレイには、コンピューターにインストールされた rekordbox で準備されたトラックを主に使用します。
!	 rekordbox の操作については、rekordbox (Mac/Windows) のユーザーマニュアルをご覧ください。rekordbox (Mac/Windows) のユーザー
マニュアルは、rekordbox (Mac/Windows) の [ ヘルプ ] メニューからご覧いただけます。

!	 また、DJプレーヤーとDJミキサーはPRO DJ LINK 接続を行い、LANケーブル（CAT5e）を使って、PRO DJ LINK 対応のプレーヤーを
最大4 台まで接続できます。

!	 組み合わせる機種によっては、スイッチングハブ ( 市販 ) が必要です。100 Mbps 以上のスイッチングハブをお使いください。スイッチング
ハブによっては正常に動作しないことがあります。

!	 LANポートが1つしかないミキサーと接続する場合は、スイッチングハブ ( 市販 ) が必要です。LANポートがシステム内のDJプレーヤーお
よびコンピューターの台数分あるミキサーの場合は、ハブは使わずに直接ミキサー背面の LANポートに接続してください。

!	 無線ルーター(市販)およびアクセスポイント(市販)はIEEE802.11n, IEEE802.11g等の十分な通信速度が得られる製品をお使いください。
使用環境の電波状況や、無線ルーターおよびアクセスポイントによっては、PRO DJ LINK 接続が正常に動作しない場合があります。

LANポートが１つしかないミキサーに接続する場合
LANポートが１つしかないミキサーにスイッチングハブを使って接続する場合、rekordbox の音楽ファイル管理機能を最大限に使用するために、
音声ケーブルが接続されたミキサー側のチャンネル番号と本体表示部左下部のプレーヤー番号を合わせてください。

( 例：チャンネル1に音声ケーブルで接続する場合 )

音声ケーブル

L

R

PHONO
CH 1

CD/LINE

NAL GND

PLAYER 1 CH 1
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プレーヤー番号を変更したい場合は、以下の手順に従って変更してください。
1	 USBデバイスを取り外し、LANケーブルを抜く
2	 [MENU (UTILITY)] を 1秒以上タッチして、[UTILITY] 画面を表示させる
3	 ロータリーセレクターを回して [PLAYER No.] を選び、ロータリーセレクターを押す
4	 ロータリーセレクターを回してプレーヤー番号を選び、ロータリーセレクターを押して決定する

5	 [MENU (UTILITY)] をタッチして、設定を終了する

PRO DJ LINK(USB Export)
!	 DJ ブースにコンピューターを持ち込まずに、メモリーデバイス ( フラッシュメモリー、ハードディスク等 ) を使って、rekordbox の音楽ファ
イルやデータを本機と受け渡しできます。rekordbox であらかじめ設定しておいたプレイリスト、キュー、およびループなどの情報を使って演
奏できます。

DJプレーヤー DJミキサー

LR

ACアダプター
コンセントへ

LANケーブル

LANケーブル

LANケーブル
音声ケーブル音声

ケーブル

コンピューター

スイッチングハブ

本体背面部

rekordbox

rekordbox のデータを
記録したUSBデバイス

PRO DJ LINK(LINK Export)
!	 DJ ブースにコンピューターを持ち込み、rekordbox がインストールされているコンピューターと LAN ケーブル (CAT5e) または無線 LAN 
(Wi-Fi) ルーターを使って接続すると、rekordbox 内のトラックを選曲および再生できます。rekordbox であらかじめ設定しておいたプレイリ
スト、キュー、ループなどの情報を使って演奏できます。

!	 rekordbox (iOS/Android) がインストールされているモバイルデバイスとUSBケーブルまたは無線 LAN (Wi-Fi) ルーターを使って接続する
と、rekordbox 内のトラックを選曲および再生できます。rekordbox であらかじめ設定しておいたプレイリスト、キュー、ループなどの情報
を使って演奏できます。

!	 有線 LAN接続の場合、rekordbox がインストールされたコンピューターを最大2台まで接続できます。
!	 無線 LAN (Wi-Fi) 接続の場合、rekordbox がインストールされたコンピューターまたはモバイルデバイスを最大4台まで接続できます。

本製品に接続できる iPod/iPhone
!	 本製品は iPhone 6 Plus、iPhone 6、iPhone 5s、iPhone 5c、iPhone 5、iPhone 4s、iPod touch ( 第 5世代 ) に対応しています。
!	 最新の対応機器については、以下のPioneer DJ サポートサイトでご確認ください。
	 http://pioneerdj.com/support/

http://pioneerdj.com/support/
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�� スイッチングハブを使うとき

DJプレーヤー×3台 DJミキサー 本体背面部

LANケーブル
LANケーブル×3本

スイッチングハブ

音声ケーブル音声ケーブル
×3本

rekordboxrekordbox

コンピューター コンピューター

LANケーブル×2本

LR

ACアダプター
コンセントへ

rekordbox
インストール済みの
モバイルデバイス

!	 本製品と iPod および iPhone を接続する場合はお手持ちの iPod ケーブルをお使いください。
!	 LANポートが1つしかないミキサーと接続する場合は、スイッチングハブ ( 市販 ) が必要です。LANポートがシステム内のDJプレーヤーお
よびコンピューターの台数分あるミキサーの場合は、ハブは使わずに直接ミキサー背面の LANポートに接続してください。

�� 無線ルーターおよびアクセスポイントを使うとき

DJミキサー
本体背面部

LANケーブル
LANケーブル×3本

音声ケーブル音声ケーブル
×3本

rekordbox

コンピューター

無線ルーター
およびアクセスポイント

rekordbox
インストール済みの
モバイルデバイスrekordbox

コンピューター

LR

ACアダプター
コンセントへ

ご注意
rekordbox の音楽ファイル管理機能を最大限に使用するために、ミキサーに入力した音声ケーブルのチャンネルとプレーヤー番号を合わせてくだ
さい。   
プレーヤー番号が異なるときは [UTILITY] 画面から [PLAYER No.] を変更してください。 
!	 本機にメディアがセットされているときは、[PLAYER No.] が灰色で表示され、変更できません。メディアを抜き、LANケーブルを抜くなど
して、リンクをオフにしてから設定を変更してください。
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DJ ソフトウェアを使う
本機はボタンやテンポ調整つまみなどの操作情報を汎用のMIDI 形式、HID 形式で出力します。MIDI 対応または、HID 対応のDJソフトウェアを
インストールしたコンピューターとUSBケーブルを使って接続すると、本機でDJソフトウェアを操作できます。また、コンピューターで再生
している音楽ファイルの音声を本機から出力できます。詳しくは、​32​ページの「ドライバーソフトウェアをインストールする」および ​33​
ページの「DJソフトウェアを使う」をご覧ください 。

DJプレーヤー DJミキサー
本体背面部

LR

ACアダプター
コンセントへ

音声ケーブル音声ケーブル

USBケーブルUSBケーブル
DJ

ソフトウェア
コンピューター
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各部の名前とはたらき

コントロールパネル

4

3

1

2 j

k

7

8

a

b

9

5

6

c d e

f

h

i

g

1	PLAY/PAUSE fボタン
トラックを再生しているとき点灯します。一時停止しているとき点
滅します。
=	「一時停止する」 (p.​18​)

2	CUEボタン
キューポイントが設定されているとき点灯します ( 頭出し ( トラッ
クサーチ)中を除く)。一時停止中に新しいキューポイントが設定で
きるとき点滅します。
=	「キューを設定する」 (p.​20​)

3	SEARCH m, nボタン
ボタンを押している間、トラックを早送り /早戻しします。
=	「早送り /早戻しする」 (p.​18​)

4	TRACK SEARCH o, pボタン
トラックを頭出しします。
=	「頭出しする ( トラックサーチ )」 (p.​18​)

5	IN/4BEAT (IN ADJUST) ボタン
ループインポイントを設定および微調整します。
=	「ループを設定する」 (p.​20​)

6	OUT (OUT ADJUST) ボタン
ループアウトポイントを設定および微調整します。
=	「ループを設定する」 (p.​20​)

7	RELOOP/EXITボタン
ループ再生に戻る ( リループ )、またはループ再生を解除します 
( ループイグジット )。
=	「ループ再生に戻る ( リループ )」 (p.​21​)

8	USB STOPボタン
USBデバイスを取り外す前に2秒以上押します。
=	「USBデバイスの外しかた」 (p.​17​)

9	USBインジケーター
USBデバイスと通信しているときに点滅します。

a	USBデバイス挿入口
USBデバイスをセットします。
=	「USBデバイスの接続のしかたと外しかた」 (p.​17​)

b	タッチディスプレイ
=	「通常再生画面 ( 表示部 )」 (p.​14​)



Ja 13

各
部

の
名

前
と

は
た

ら
き

c	BACKボタン
1回押すと1つ前の画面に戻ります。
1秒以上押すと一番上の階層に移動します。
=	「階層を戻る」 (p.​25​)

d	SLEEPインジケーター
パワーマネジメント機能によるオフモードのときに点灯します。
=	「パワーマネジメントを設定する」 (p.​31​)

e	TAG TRACK/REMOVEボタン
タグリストにトラックを追加 /削除します。
=	「タグリストを編集する」 (p.​27​)

f	ロータリーセレクター
トラックや設定項目を選ぶとき、ロータリーセレクターを回すと
カーソルが移動します。決定するときはロータリーセレクターを押
します。

g	VINYL MODEボタン
押すたびにVINYL モードとCDJモードを切り換えます。VINYL
モードを選んでいるとき、インジケーターが点灯します。
=	「ジョグダイヤルのモードを切り換える」 (p.​19​)

h	TEMPO ±6/±10/±16/WIDEボタン
再生速度の調整範囲を切り換えます。
=	「再生速度を調整する ( テンポコントロール )」 (p.​18​)

i	MASTER TEMPOボタン
マスターテンポをオン /オフします。
=	「音程を変えずに再生速度を調整する ( マスターテンポ )」 
(p.​18​)

j	TEMPOスライダー
トラックの再生速度を調整します。
=	「再生速度を調整する ( テンポコントロール )」 (p.​18​)

k	ジョグダイヤル
スクラッチやピッチベンドなどの操作ができます。
=	「ジョグダイヤルを操作する」 (p.​19​)

本体背面部

111 32

接続に使う端子については、​8​ページの「各端子の説明」をご覧
ください。

1	uスイッチ
本機の電源をオン /オフします。

2	ケーブルクランパー
ACアダプターのケーブルを通します。
不意にケーブルが抜けるのを抑制できます。
製品底面の溝にACアダプターのケーブルを通します。
爪の箇所はケーブルを横からスライドして挿入してください。

3	ケンジントンロック装着用穴
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通常再生画面 ( 表示部 )

7

654

2

1

e

d
c

9

a

b

8

l km j

33

fghi

1	情報表示部
rekordbox で解析した拡大波形をなどを表示します。

2	プレーヤー番号 (1～ 4)
本機に割り当てられたプレーヤー番号 (1 ～ 4) を表示します。

3	トラック名
rekordbox および、本機で背景色が設定できます。
=	「USBに設定されている色を変更する」 (p.​30​)

4	フェーズメーター
ビートシンク機能でマスタープレーヤーとの小節や拍のズレを表
示します。

5	ビートカウントダウン
現在再生位置から一番近い、保存されたキューポイントまでの小節
数、拍数を表します。

6	キー
楽曲のキー ( 調 ) を表示します。

7	REMAIN
時間表示を残り時間表示に設定しているとき点灯します。

8	A. CUE
オートキューを設定しているとき点灯します。
=	「オートキューを設定する」 (p.​20​)

9	QUANTIZE
クオンタイズ機能をオンに設定しているときに表示されます。

a	時間表示 ( 分、秒、msec)
残り時間または経過時間を表示します。

b	ZOOMモード、GRID ADJUSTモード表示
ロータリーセレクターを1秒以上押すと、[ZOOM]
モードと [GRID ADJUST] モードが切り換わります。
!	 [ZOOM] モード：ロータリーセレクターを回すと波形を拡大 /
縮小できます。

!	 [GRID ADJUST] モード：ロータリーセレクターを回すと
ビートグリッドを調整できます。

=	「拍位置を調整する ( アジャストビートグリッド )」 (p.​24​)

c	MT
マスターテンポを設定しているとき点灯します。
=	「音程を変えずに再生速度を調整する ( マスターテンポ )」 
(p.​18​)

d	再生速度表示
[TEMPO] スライダーの位置に従って、数値が変化します。

e	BPM表示
再生しているトラックのBPM (=Beats Per Minute。1分間の
拍数 ) を表示します。
!	 本機で測定したBPM値が音源の公称値、または当社のDJミキ
サーなどと異なることがあります。これはBPMの測定方法な
どが違うためであり故障ではありません。

f	ループ拍表示
ループに設定されているループの拍数を表示します。

g	再生速度可変範囲表示
メディアに記録されている元々の再生速度に対して、再生速度を調
整できる範囲を表示します。

h	波形表示
音声を波形で表示します。

i	プレーイングアドレス表示 /目盛表示 (1分間隔 )
トラック (1曲) を棒グラフで表示します。現在の再生位置を白色の
縦線で表示します。経過時間を表示するときはグラフの左端から点
灯します。残り時間を表示するときは左端から消灯します。トラッ
クの残り時間が30秒以下になるとグラフ全体がゆっくり点滅し、
15秒以下になると早く点滅します。

j	キュー /ループ /ホットキューポイント表示
設定しているキューポイント、ループポイントおよびホット
キューポイントの位置をマークで表示します。

k	キュー /ループ /ホットキューポイントメモリー表示
USBデバイスに記録されているキューポイント、ループポイントおよび
ホットキューポイントをマークで表示します。

l	トラック番号表示
トラック番号 (01 ～ 999) を表示します。
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通常再生画面 ( タッチキー )

5

4

2

1

e

b

8

3

f

gh

6 7 9 a

c

d

1	SLIP
=	「スリップを使う」 (p.​22​)

2	VINYL BRAKE
=	「VINYL BRAKEを使う」 (p.​19​)

3	USB
USBデバイス内の音楽ファイルを再生するときにタッチします。
=	「本機にセットされたメディアを再生する」 (p.​17​)

4	LINK
他のDJプレーヤー内の音楽ファイルを再生するときにタッチし
ます。
=	「他のDJプレーヤー内の音楽ファイルを再生する」 (p.​18​)
DJ ソフトウェアでパフォーマンスを行うときにタッチします。
=	「DJ ソフトウェアを使う」 (p.​33​)

5	rekordbox
rekordbox 内の音楽ファイルを再生するときにタッチします。
=	「コンピューター上およびモバイルデバイス上の rekordbox の
ライブラリを再生する」 (p.​18​)

6	BROWSE (SEARCH)
ブラウズ画面を表示するときにタッチします。
[BROWSE (SEARCH)] を 1 秒以上タッチすると、[SEARCH] 画面が
起動します。
=	「ブラウズ画面に切り換える」 (p.​24​)
=	「トラックを探す」 (p.​26​)

7	TAG LIST
タグリスト画面を表示するときにタッチします。
=	「タグリストを編集する」 (p.​27​)

8	INFO (LINK INFO)
トラックの詳細情報を表示するときにタッチします。
[INFO (LINK INFO)] に 1秒以上タッチすると他のDJプレーヤーに
ロードされているトラックの詳細情報を表示します。
=	「ロードされているトラックの詳細情報を表示する」 (p.​29​)

9	MENU (UTILITY)
メニュー画面を表示するときにタッチします。
1秒以上タッチすると [UTILITY] 画面を表示します。
=	「[UTILITY] 画面を表示する」 (p.​30​)

a	PERFORM
パフォーマンス画面を表示するときにタッチします。

b	CUE/LOOP CALL c(LOOP 1/2X), d(LOOP 2X)
保存されているキューまたはループを呼び出します。

=	「保存されているキューポイントまたはループポイントを呼び
出す」 (p.​22​)

ループ再生中に押すとループを分割または延長します。
=	「ループを分割する ( ループカッター )」 (p.​21​)
=	「ループを延長する ( ループダブル )」 (p.​21​)

c	MEMORY (DELETE)
キューポイントまたはループポイントを保存します。
1秒以上タッチし続けると、キューポイントまたはループポイント
を消去します。
=	「キューポイントまたはループポイントを保存する」 (p.​22​)

d	QUANTIZE
クオンタイズ機能を使うときにタッチします。
クオンタイズ機能をオンに設定すると、ループインポイント、
ループアウトポイント、キューを設定するときに最も近い拍位置に
ポイントを自動で合わせます。
また、ループ、リバース、スリップなどがビートを崩さずに使え
ます。
!	 クオンタイズ機能をオンに設定すると、本体表示部に
[QUANTIZE] が表示されます。

rekordbox で解析されていない音楽ファイルを再生しているとき
は、クオンタイズ機能は働きません ( 灰色で表示されます )。

e	BEAT SYNC
ビートシンク機能をオンします。
=	「ビートシンクを使う」 (p.​24​)

f	BEAT SYNC MASTER
本機にロードされたトラックをビートシンク機能でのマス
ターにします。
=	「ビートシンクを使う」 (p.​24​)

g	TIME (A. CUE)
タッチすると時間表示 ( 残り時間表示または経過時間表示 ) を切り
換えます。
1秒以上タッチし続けるとオートキューをオン /オフします。
=	「オートキューを設定する」 (p.​20​)

h	波形表示部
=	「波形表示部に触れた位置から再生する」 (p.​23​)
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パフォーマンス画面

1

2

543

1	BEAT LOOP
=	「曲のテンポをもとに自動的にループを設定する ( オート
ビートループ )」 (p.​21​)

2	REV
逆再生をオン /オフします。
=	「逆再生する」 (p.​19​)

3	HOT CUE (A,B,C)
=	「ホットキューを再生する」 (p.​21​)

4	HOT CUE (REC)
=	「ホットキューを設定する」 (p.​21​)

5	HOT CUE (CALL)
=	「ホットキューを呼び出す」 (p.​21​)
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操作する ( 基本編 )

電源の入れかた

1	 各接続を行い、コンセントに電源コードを挿す
=	「接続する」 (p.​8​)

2	 [u] スイッチを押す
本機のインジケーター類が点灯し、電源がオンになります。

電源の切りかた

[u] スイッチを押す
本機の電源がオフになります。
!	 USBインジケーターが点滅中にUSB デバイスを取り外したり、本
機の電源をオフしないでください。本機の管理データが消去される
ことがあります。また、USBデバイスが読み込めなくなることが
あります。

USB デバイスの接続のしかたと外しかた

USB デバイスの接続のしかた

1	 [u] スイッチを押して、本機の電源を入れる

2	 USBデバイス挿入口にUSBデバイスを接続する

通信中は、インジケーターが点滅します。

USB デバイスの外しかた

1	 USBインジケーターの点滅が止まるまで [USB STOP]
ボタンを押す
!	 USBインジケーターが点滅中にUSB デバイスを取り外したり、本
機の電源をオフしないでください。本機の管理データが消去される
ことがあります。また、USBデバイスが読み込めなくなることが
あります。

USBインジケーター
USB STOPボタン

2	 USBデバイスを引き抜く

再生する
ここでは、基本的な選曲操作と画面の切り換え方を説明します。
=	「他のDJプレーヤー内の音楽ファイルを再生する」 (p.​18​)
=	「コンピューター上およびモバイルデバイス上の rekordboxのライ
ブラリを再生する」 (p.​18​)

本機にセットされたメディアを再生する

1	 メディアを本機にセットする
=	「USBデバイスの接続のしかた」 (p.​17​)

2	 [USB] にタッチする
トラックやフォルダーがリストになって表示されます。

本体表示部に表示するメディアの中身は、切り換えることができます。
!	 [USB]：接続されているUSBデバイス、rekordbox をインス
トールしたモバイルデバイス内の音楽ファイルを表示します。

!	 [LINK]：他のDJプレーヤー内の音楽ファイルを表示します。
!	 [rekordbox]：rekordbox 内の音楽ファイルを表示します。

3	 ロータリーセレクターを回す
カーソルを動かして項目を選択します。

!	 フォルダーの下位階層に進むときはロータリーセレクターを押し
ます。上位階層に戻るときは [BACK] ボタンを押します。

!	 [BACK] ボタンを1秒以上押す、またはブラウズしているメディア
のメディアセレクトをタッチすると、一番上の階層に移動します。

!	 [TRACK SEARCH o, p] ボタンを使っても、再生しているト
ラックが含まれているカテゴリー /フォルダー内のトラックを選べ
ます。

4	 トラックを選んでロータリーセレクターを押す
トラックをロードすると、画面は通常再生画面に切り換わります。
=	「通常再生画面 ( 表示部 )」 (p.​14​)

!	 [UTILITY] メニューの [LOAD LOCK] が [LOCK] に設定されている
ときは、再生中に新たなトラックのロードはできません。[LOAD 
LOCK] を [UNLOCK] に設定するか、[PLAY/PAUSEf] ボタンを押
して一時停止してからトラックをロードしてください。

!	 オートキューをオンに設定しているときは、音声開始位置で一時停
止状態になります。その場合、 [PLAY/PAUSEf] ボタンを押すと
再生が始まります。
=	「オートキューを設定する」 (p.​20​)
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他の DJ プレーヤー内の音楽ファイルを再
生する
PRO DJ LINK 接続されている他プレーヤーに挿入されている記録メ
ディア、または rekordbox をインストールしたモバイルデバイスの中
身を本機の画面に表示します。

1	 記録メディア、または rekordboxをインストールした
モバイルデバイスをPRO DJ LINK接続中の他プレーヤー
にセットする

2	 [LINK] をタッチする
他プレーヤーに挿入されている記録メディア、または rekordbox をイ
ンストールしたモバイルデバイスのトラックやフォルダーが表示され
ます。
!	 複数のメディアが接続されている場合は、メディアの選択画面が表
示されます。

3	 ロータリーセレクターを回す
カーソルを動かして項目を選択します。

4	 トラックを選んでロータリーセレクターを押す
トラックをロードすると、画面は通常再生画面に切り換わります。
トラックがロードされて再生が始まります。
=	「通常再生画面 ( 表示部 )」 (p.​14​)

�� rekordbox のライブラリが書き込まれていた場合

本機またはPRO DJ LINK 接続されている他プレーヤーに挿入されて
いるUSBデバイス内に rekordbox のライブラリ情報が書き込まれて
いた場合は、rekordbox のライブラリを表示します。
!	 音楽ファイルを rekordbox で設定したカテゴリー ( アルバム、
アーティストなど ) で表示します。

!	 カテゴリーメニューの項目の種類は、rekordbox のプリファレンス
( 環境設定 ) で変更できます。

コンピューター上およびモバイルデバイス上の
rekordbox のライブラリを再生する
音楽ファイルを rekordbox で設定したカテゴリー ( アルバム、
アーティストなど ) で表示します。

1	 [rekordbox] をタッチする
rekordbox のライブラリが本機の本体表示部に表示されます。
!	 無線 LAN (Wi-Fi) 接続の場合、接続時に本機の本体表示部に [接続
を許可する場合は、ロータリーセレクタを押してください。] が表
示されたら、ロータリーセレクターを押すと接続できます。

!	 USB接続したモバイルデバイスを選ぶときは [USB] をタッチして
ください。

	 またPRO DJ LINK接続されている他プレーヤーに接続したモバイ
ルデバイスを選ぶときは [LINK] をタッチしてください。

2	 ロータリーセレクターを回す
カーソルを動かして項目を選択します。

3	 トラックを選んでロータリーセレクターを押す
トラックをロードすると、画面は通常再生画面に切り換わります。
トラックがロードされて再生が始まります。
=	「通常再生画面 ( 表示部 )」 (p.​14​)

ロード・プリビアス・トラック
過去に再生された最新7曲の曲名を表示して選曲できます。

1	 通常再生画面を表示する
=	「通常再生画面 ( 表示部 )」 (p.​14​)

2	 [MENU (UTILITY)] をタッチする

3	 ロータリーセレクターを回して曲を選び、
ロータリーセレクターを押して再生を決定する
!	 [MENU (UTILITY)] にタッチするか、[BACK] ボタンを押すと曲名表
示が消えます。

一時停止する

再生中に [PLAY/PAUSE f] ボタンを押す
[PLAY/PAUSEf] ボタンと [CUE] ボタンが点滅します。もう一度
[PLAY/PAUSEf] ボタンを押すと再生を再開します。

早送り / 早戻しする

[SEARCH m, n] ボタンを押す
[SEARCH m, n]ボタンを押し続けている間、早送り/早戻しします。
!	 カテゴリー /フォルダーを飛び越えての早送り /早戻しはできま
せん。

頭出しする ( トラックサーチ )

[TRACK SEARCH o, p] ボタンを押す
[p] を押すと次のトラックの先頭に進みます。
[o] を押すと再生中のトラックの先頭に戻ります。2回続けて押すと
1つ前のトラックの先頭に戻ります。
!	 カテゴリー /フォルダーを飛び越えての頭出しはできません。
!	 rekordbox (iOS/Android)の曲はシングルモードで動作するため、
他のトラックへのサーチはできません。

再生速度を調整する ( テンポコントロール )

[TEMPO ±6/±10/±16/WIDE] ボタンを押す
押すたびに [TEMPO] スライダーの可変範囲が切り換わります。可変範
囲の設定値が本体表示部に表示されます。

設定値 調整単位
±6 0.02 %

±10 0.05 %

±16 0.05 %

WIDE 0.5 %

[WIDE]の調整範囲は±100 %です。－100 %に設定すると再生が
停止します。
!	 電源をオンしたときは±10 %に設定されます。

[TEMPO] スライダーを前後に動かす
[ ＋ ] ( 手前 ) 側に動かすと再生速度が速くなり、[ － ] ( 奥 ) 側に動か
すと再生速度が遅くなります。再生速度を変化させている割合が再生速
度表示に表示されます。

音程を変えずに再生速度を調整する ( マス
ターテンポ )

1	 [MASTER TEMPO] ボタンを押す
[MASTER TEMPO] ボタンと本体表示部の [MT] が点灯します。

2	 [TEMPO] スライダーを前後に動かす
[TEMPO] スライダーで再生速度を変えても音程は変わりません。
!	 音声をデジタル加工するため音質が悪くなります。
!	 電源をオフにしてもマスターテンポの設定は記憶されます。
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逆再生する
!	 クオンタイズ機能をオンにしているときは、拍に合わせるために機
能の動作に若干の遅れが生じることがあります。

1	 [PERFORM] をタッチする

2	 [REV] をタッチする
[REV] が点灯し、逆方向に再生します。
!	 音楽ファイルがフォルダー構造で記録されているときは、同じカテ
ゴリー /フォルダーに入っているトラックだけ逆再生できます。ま
た、逆再生がすぐに始まらないことがあります。

!	 ジョグダイヤルの回転方向に応じた演奏の加・減速が逆向きになり
ます。

!	 逆再生中に、頭出し ( トラックサーチ ) やループ再生などの操作を
すると、スクラッチプレイができないことがあります。

ジョグダイヤルを操作する
!	 ジョグダイヤルの天面にはスイッチが内蔵されています。物を載せ
たり、強い力を加えないでください。

!	 飲料水などの液体が製品内部に入ると故障の原因になります。

ジョグダイヤルのモードを切り換える

[VINYL MODE] ボタンを押す
ボタンを押すたびにVINYL モードとCDJモードが切り換わります。
!	 VINYL モード：再生中にジョグダイヤルの天面を押すと再生を
停止し、そのまま回すと回転に応じた音声が出ます。

!	 CDJ モード：ジョグダイヤルの天面を押しても再生は停止しま
せん。またスクラッチなどの操作ができません。

ピッチベンド

再生中にジョグダイヤルの天面を触らずに外周部分を回す
時計回りに回すと再生速度が加速します。反時計回りに回すと再生速度
が減速します。回転を止めると、通常の再生速度に戻ります。
!	 ジョグモードをCDJモードに設定しているときは、ジョグダイヤ
ルの天面を回しても同じ操作ができます。

スクラッチ
ジョグモードをVINYL モードに設定しているとき、ジョグダイヤルの
天面を押しながら回すことによってジョグダイヤルの回転方向と回転
速度に応じた再生ができます。

1	 [VINYL MODE] ボタンを押す
ジョグモードをVINYL モードに設定します。

2	 再生中にジョグダイヤルの天面を押す
再生が停止します。

3	 ジョグダイヤルを再生したい方向と速度で回す
ジョグダイヤルの回転方向と回転速度に応じて音声が再生されます。

4	 ジョグダイヤルの天面から手を放す
通常の再生に戻ります。

フレームサーチ

一時停止中にジョグダイヤルを回す
0.5 フレーム単位で一時停止位置を移動できます。
!	 0.5 フレームは約6.7 msec です。
!	 時計回りで再生方向、反時計回りで逆方向に移動します。ジョグダ
イヤルを1回転すると1.8 秒移動します。

スーパー・ファースト・サーチ

[SEARCH m, n] ボタンを押しながらジョグダイヤルを
回す
ジョグダイヤルを回す方向に高速で早送り /早戻しします。
!	 [SEARCH m, n] ボタンから指を放すと、この機能は解除され
ます。

!	 ジョグダイヤルの回転を止めると、通常の再生を再開します。
!	 ジョグダイヤルの回転速度に応じて早送り/ 早戻し速度を調節でき
ます。

スーパー ･ ファースト ･ トラックサーチ

[TRACK SEARCH o, p] ボタンを押しながらジョグダ
イヤルを回す
ジョグダイヤルを回す方向に高速でトラックを送ります。

VINYL BRAKE を使う

1	 [VINYL BRAKE] をタッチする
!	 ジョグモードが CDJモードの時は、VINYLモードに切り替わり
ます。

2	 再生中にジョグダイヤル天面を押すまたは、
[PLAY/PAUSE] ボタンを押す
!	 再生が減速してから停止します。
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キューを設定する

1	 再生中に [PLAY/PAUSE f] ボタンを押す
再生を一時停止します。

2	 [CUE] ボタンを押す
一時停止していた位置が、キューポイントに設定されます。
[PLAY/PAUSEf] インジケーターが点滅し、[CUE] インジケーターが
点灯します。このとき音声は出力されません。
!	 新しいキューポイントを設定すると、以前に設定したキューポイン
トは解除されます。

キューポイントの位置を修正する

1	 キューポイントで一時停止中に[SEARCH m, n]ボタ
ンを押す
[PLAY/PAUSEf] インジケーターと [CUE] インジケーターが点滅し
ます。

2	 [SEARCH m, n] ボタンを押す
0.5 フレーム単位でキューポイントを微調整できます。
!	 ジョグダイヤルを使っても同じ操作ができます。

3	 [CUE] ボタンを押す
ボタンを押した位置が新しいキューポイントに設定されます。
!	 新しいキューポイントを設定すると、以前に設定したキューポイン
トは解除されます。

キューポイントに戻る ( バックキュー )

再生中に [CUE] ボタンを押す
設定されているキューポイントに瞬時に戻り、頭出しされて一時停止状
態になります。
!	 [PLAY/PAUSE f] ボタンを押すと、キューポイントから再生が始
まります。

キューポイントを確認する ( キューポイントサ
ンプラー )

キューポイントに戻ったあとに [CUE] ボタンを押し続ける
設定されているキューポイントから再生が始まります。[CUE]ボタンを
押し続けている間、再生を続けます。
!	 キューサンプラー中に [PLAY/PAUSE f] ボタンを押すと、[CUE]
ボタンから指を放してもそのまま続けて再生します。

再生しながらキューポイントを設定する ( リア
ルタイムキュー )

再生中にキューポイントに設定したい位置で [IN/4BEAT 
(IN ADJUST)] ボタンを押す
ボタンを押した位置がキューポイントに設定されます。

オートキューを設定する
トラックをロードしたとき、または頭出し ( トラックサーチ ) したと
き、トラック先頭の無音部分を飛ばして音声が始まる直前に自動で
キューポイントを設定します。

[TIME (A. CUE)] を 1秒以上タッチする
[A. CUE] が点灯します。

!	 [TIME (A. CUE)] をふたたび1秒以上タッチすると、
オートキューがオフに設定されます。

!	 電源をオフにしてもオートキューの設定は記憶されます。

ループを設定する
指定した区間を繰り返し再生できます。
!	 クオンタイズ機能をオンにしているときは、拍に合わせるために機
能の動作に若干の遅れが生じることがあります。

1	 再生中にループ再生を始めたい位置 ( ループインポイ
ント ) で [IN/4BEAT (IN ADJUST)] ボタンを押す
ループインポイントが設定されます。
!	 あらかじめ設定されているキューポイントをループインポイント
にするときは、この操作は必要ありません。

2	 ループ再生を終わりたい位置 ( ループアウトポイント ) 
で [OUT (OUT ADJUST)] ボタンを押す
ループアウトポイントが設定され、ループ再生を始めます。

ループインポイントを微調整する ( ループイン
アジャスト )

1	 ループ再生中に [IN/4BEAT (IN ADJUST)] ボタンを押す
[IN/4BEAT (IN ADJUST)] ボタンが速い点滅に変わり、[OUT 
(OUT ADJUST)] ボタンが消灯します。
本体表示部にループインポイントの時間が表示されます。

2	 [SEARCH m, n] ボタンを押す
0.5 フレーム単位でループインポイントを微調整できます。
!	 ジョグダイヤルを使っても同じ操作ができます。
!	 ループインポイントの調整可能範囲は±30フレームです。
!	 ループインポイントはループアウトポイントより後ろに設定する
ことはできません。

3	 [IN/4BEAT (IN ADJUST)] ボタンを押す
ループ再生に戻ります。
!	 10 秒以上何も操作しないときも通常のループ再生に戻ります。

ループアウトポイントを微調整する ( ループア
ウトアジャスト )

1	 ループ再生中に [OUT (OUT ADJUST)] ボタンを押す
[OUT (OUT ADJUST)] ボタンが速い点滅に変わり、[IN/4BEAT 
(IN ADJUST)] ボタンが消灯します。
本体表示部にループアウトポイントの時間が表示されます。

2	 [SEARCH m, n] ボタンを押す
0.5 フレーム単位でループアウトポイントを調整できます。
!	 ジョグダイヤルを使っても同じ操作ができます。
!	 ループアウトポイントはループインポイントより手前に設定する
ことはできません。

3	 [OUT (OUT ADJUST)] ボタンを押す
ループ再生に戻ります。
!	 10 秒以上何も操作しないときも通常のループ再生に戻ります。

ループ再生を解除する ( ループイグジット )

ループ再生中に [RELOOP/EXIT] ボタンを押す
ループアウトポイントになってもループインポイントには戻らず再生
を続けます。
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ループ再生に戻る ( リループ )

ループ再生を解除したあと、再生中に [RELOOP/EXIT] ボタ
ンを押す
前回設定したループインポイントに戻りループ再生を再開します。

曲のテンポをもとに自動的にループを設定する 
( オートビートループ )
指定した拍数でループが設定されて、ループ再生が始まります。

1	 [PERFORM] をタッチする

2	 再生中に [BEAT LOOP] の拍数をタッチする
選択した拍数でループ再生が始まります。
!	 楽曲解析を済ませていないトラックを再生しているときは、再生し
ているトラックのBPMに合わせてループが設定されます。

!	 トラックのBPMが検知できないときは、BPMは 130に設定され
ます。

�� 4 ビートループ

再生中に [IN/4BEAT (IN ADJUST)] ボタンを1秒以上押す
再生しているトラックのBPMに合わせて、押した位置から4拍の
ループが自動で設定され、ループ再生を始めます。
!	 トラックのBPMが検知できないときは、BPMは 130に設定され
ます。

ループを分割する ( ループカッター )

ループ再生中に [LOOP 1/2X] をタッチする
タッチするたびにループ再生の長さが半分に分割されます。

ループを延長する ( ループダブル )

ループ再生中に [LOOP 2X] をタッチする
タッチするたびにループ再生の長さが倍に延長されます。

アクティブループを使う

rekordboxでアクティブループを設定したトラックを
ロードする
保存されたループの1つをアクティブループとして rekordboxで設定
できます。
設定したアクティブループポイントは波形表示に以下の赤線のように
表示されます。

再生位置が設定ポイントを通過すると自動でループが設定され、
ループ再生を始めます。

エマージェンシーループ
本機は曲が再生し続けられなくなった場合、音切れを防ぐために自動で
4ビートループを設定します。
!	 エマージェンシーループ中はDJプレイが制限されます。エ
マージェンシーループを解除するには、次の曲をロードしてくだ
さい。

ホットキューを設定する
ホットキューを設定しておくと、ポイントを呼び出して瞬時にそのポイ
ントから再生が始められます。設定できるホットキューは、1つの音楽
トラックにつき最大3個です。
!	 クオンタイズ機能をオンにしているときは、拍に合わせるために機
能の動作に若干の遅れが生じることがあります。

1	 [PERFORM] をタッチする

2	 [HOT CUE (REC)] をタッチする
ホットキューの記録モードに切り換わります。[HOT CUE (A,B,C)] が赤
色に点灯します。

3	 再生中または一時停止中にホットキューに設定したい位
置で [HOT CUE (A,B,C)] のいずれかをタッチする
タッチした位置がホットキューに設定され、[HOT CUE (A,B,C)] が点滅
します。
!	 ループ再生中の場合は、ループがホットキューとして登録され
ます。

	 ホットキューには再生方向は記録されません。
	 記録中は、他のホットキューへの記録、キューポイントの設定、早
送り /早戻し、およびスクラッチプレイはできません。

!	 スクラッチプレイ中にホットキューを設定すると、再生が一旦停止
することがあります。

4	 [HOT CUE (REC)] をタッチする
ホットキューの記録モードを解除し、再生モードに戻ります。

ホットキューを再生する

1	 [PERFORM] をタッチする

2	 ホットキュー再生モードに切り換える
ホットキューの記録モードになっているときは、[HOT CUE(REC)] を
タッチしてください。ホットキューの呼び出しモードになっているとき
は、[HOT CUE(CALL)] をタッチしてください。

3	 再生中または一時停止中に[HOT CUE (A,B,C)] のいずれ
かをタッチする
記録されているホットキューを呼び出して再生を始めます。
!	 [HOT CUE (A,B,C)] に記録されたループ再生は、[IN/4BEAT 
(IN ADJUST)] ボタンと [OUT (OUT ADJUST)] ボタンを使って設定
したループ再生とは別の情報です。

!	 [HOT CUE(A,B,C)] に記録されたループを呼び出したあと、
[RELOOP/EXIT] ボタンを使ってループ再生を解除したり、
[IN/4BEAT(IN ADJUST)] ボタンを使ってループインポイントや
[OUT(OUT ADJUST)] ボタンを使ってループアウトポイントを微調
整できます。調整すると [HOT CUE(A,B,C)] に記録されている情報
が変更されます。

HOT CUE (A,B,C) の色について
点灯色 ホットキューに記憶されている内容
緑 キューポイント

オレンジ ループ

無点灯 何も記憶されていない。

ホットキューを呼び出す

1	 ホットキューを呼び出したいトラックをロードする

2	 [PERFORM] をタッチする

3	 [HOT CUE (CALL)] をタッチする
ホットキューの呼び出しモードに切り換わり、ホットキューが記録され
ている [HOT CUE (A,B,C)] が点滅します。

4	 ホットキューを呼び出したい[HOT CUE (A,B,C)] をタッ
チする
ホットキューが呼び出され、[HOT CUE (A,B,C)] が緑色またはオレンジ
色に点灯します。
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!	 ホットキューを呼び出したくないときは、[HOT CUE(A,B,C)] を押さ
ないまま [HOT CUE (CALL)] を押します。ホットキューが呼び出さ
れなかった場合は消灯します。

!	 ホットキューの呼び出しモードを誤って解除してしまったときは、
もう一度 [HOT CUE (CALL)] をタッチします。

!	 トラックロード時に自動でホットキューを呼び出すように、
rekordbox であらかじめ設定することもできます。

!	 ホットキューの自動ロードが設定されているトラックはトラック
リスト内で が表示されます。

�� ホットキューの呼び出しモードを解除する

ホットキューの呼び出しモードを解除するには、以下のいずれかの操作
をします。
!	 ホットキューA, B, C をすべて呼び出す
!	 [HOT CUE (CALL)] をタッチする

キューポイントまたはループポイントを
保存する

1	 キューポイントまたはループポイントを設定する

2	 [MEMORY (DELETE)] をタッチする
本体表示部に [   MEMORY] が数秒間表示され、USBデバイスにポ
イント情報が記録されます。
記憶されたキューポイントまたはループポイントは波形表示の上部に
[b] で表示されます。
!	 ループポイントを保存するときは、ループ再生中に [MEMORY] を
タッチします。

保存されているキューポイントまたはループポ
イントを呼び出す

1	 キューポイントまたはループポイントを呼び出したいト
ラックをロードする

2	 [CUE/LOOP CALL c] または [CUE/LOOP CALL d] を
タッチする
現在の再生位置よりも手前のポイントを呼び出したい場合は、
[CUE/LOOP CALLc] をタッチします。後ろのポイントを呼び出したい
場合は、[CUE/LOOP CALLd] をタッチします。
呼び出したポイントで頭出しされて一時停止状態になります。
!	 複数のポイントが記録されているときは、ボタンを押すたびに
他のポイントを呼び出します。

!	 rekordbox によってアクティブループとして設定されている
ループも、保存されたループとして呼び出せます。

!	 呼び出したポイントにrekordboxでコメント設定されている場
合は、トラック名表示部に設定されたコメントが表示されます。

3	 [PLAY/PAUSE f] をタッチする
呼び出したポイントから再生またはループ再生を始めます。

保存されたキューポイントまたは
ループポイントを消去する

1	 キューポイントまたはループポイントを消去したいト
ラックをロードする

2	 [CUE/LOOP CALL c] または [CUE/LOOP CALL d] を
タッチして、消去したいポイントを呼び出す
呼び出したポイントで頭出しされて一時停止状態になります。
!	 複数のポイントが記録されているときは、[CUE/LOOP CALL c] ま
たは [CUE/LOOP CALL d] をタッチするたびに他のポイントを呼び
出します。

3	 [MEMORY (DELETE)] を 1秒以上タッチする
本体表示部に [   DELETE] と表示され、選んだポイント情報が消去さ
れます。
!	 アクティブループとして設定されている保存されたループを消去
した場合、アクティブループも消去されます。

オートキューのキューポイントを設
定する
オートキューとして設定されるキューポイントを以下の方法から選ぶ
ことができます。

無音部として認識する音圧レベルによる設定 (8段階 )
－36 dB、－ 42 dB、－ 48 dB、－ 54 dB、－ 60 dB、－ 66 dB、
－ 72 dB、－ 78 dB

保存されたキューを自動でキューポイントにする設定
[MEMORY] に保存されたキューポイントのうち、曲の始めに最も近い
ものがオートキューのキューポイントに設定されます。
!	 [MEMORY] を設定した場合は本体表示部の [A. CUE] が白色で点灯
します。

オートキューのキューポイントの設定は、以下の方法で変更できます。

1	 [MENU (UTILITY)] を 1秒以上タッチする
[UTILITY] 画面が表示されます。

2	 ロータリーセレクターを回してから押す
[AUTO CUE LEVEL] を選びます。

3	 ロータリーセレクターを回してから押す
音圧レベルの値、または [MEMORY] を選びます。

スリップを使う
スリップをオンにすると一時停止中（VINYL モード中）、スクラッチプ
レイ中、ループ再生中、または逆再生中にバックグラウンドで元のリズ
ムを保ったまま通常の再生を続けます。スリップ動作を解除すると、解
除するまでに経過した位置から通常の再生を再開します。
!	 クオンタイズ機能をオンにしているときは、拍に合わせるために機
能の動作に若干の遅れが生じることがあります。

	 ( スリップビートループ、スリップリバース、スリップホット
キューのみ )

スリップモード中の画面表示（パフォーマンス画面）

!	 スリップモード中は、画面左下の [SLIP] が水色に点灯します。

スリップポーズ

1	 [VINYL MODE] ボタンを押す
ジョグモードをVINYL モードに設定します。
=	「ジョグダイヤルのモードを切り換える」 (p.​19​)

2	 [SLIP] をタッチする
スリップモードに切り換えます。

3	 再生中に [PLAY/PAUSE f] ボタンを押す
一時停止中もバックグラウンドで通常の再生を続けます。

4	 [PLAY/PAUSE f]ボタンを押して一時停止を解除する
!	 スリップポーズを解除するとバックグラウンドで再生されていた
通常の再生に戻ります。
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スリップスクラッチプレイ

1	 [VINYL MODE] ボタンを押す
ジョグモードをVINYL モードに設定します。
=	「ジョグダイヤルのモードを切り換える」 (p.​19​)

2	 [SLIP] をタッチする
スリップモードに切り換えます。

3	 再生中にジョグダイヤルの天面を押す
スクラッチプレイします。
スクラッチプレイ中もバックグラウンドで通常の再生を続けます。

4	 ジョグダイヤルの天面から手を放す
バックグラウンドで再生されていた通常の再生に戻ります。

スリップループ

1	 [SLIP] をタッチする
スリップモードに切り換えます。

2	 [IN/4BEAT (IN ADJUST)] ボタンを押してから [OUT 
(OUT ADJUST)] ボタンを押す
ループ再生を始めます。
ループ再生中もバックグラウンドで通常の再生を続けます。
!	 8 秒以上のループは設定できません。
!	 [IN/4BEAT (IN ADJUST)] ボタンを1秒以上押してループを設定し
た場合も同じ動作をします。

3	 [RELOOP/EXIT] ボタンを押す
ループが解除され、バックグラウンドで再生されていた通常の再生に戻
ります。

スリップビートループ

1	 [SLIP] をタッチする
スリップモードに切り換えます。

2	 [PERFORM] をタッチする

3	 [BEAT LOOP] で選んだ拍をタッチし続ける
自動的にループが設定されてループ再生を始めます。
ループ再生中もバックグラウンドで通常の再生を続けます。

4	 [BEAT LOOP] から指を離す
バックグラウンドで再生されていた通常の再生に戻ります。

5	 [RELOOP/EXIT] ボタンを押す
最後に設定したループが再生され、スリップループになります。
!	  [BEAT LOOP] から指を離さずに別の拍を選んだ後、スリップ
ビートループを解除した場合、[RELOOP/EXIT] ボタンで呼び出
されるループは最初（再生中）に設定したループになります。

スリップリバース

1	 [SLIP] をタッチする
スリップモードに切り換えます。

2	 [PERFORM] をタッチする

3	 [REV] をタッチする
[REV] が点灯し、逆方向に再生します。
逆再生中もバックグラウンドで通常の再生を続けます。
!	 スリップリバースは、[REV] をタッチした位置から8拍経過した位
置で自動的に解除されます。バックグラウンドで再生されていた通
常の再生に戻ります。

!	 8 拍経過する前にもう一度 [REV] をタッチすると、スリップリ
バースを解除してバックグラウンドで再生されていた通常の再生
に戻ります。

スリップホットキュー

1	 [SLIP] をタッチする
スリップモードに切り換えます。

2	 [PERFORM] をタッチする

3	 [HOT CUE (A,B,C)] のいずれかをタッチし続ける
ホットキューが開始されます。
[HOT CUE (A,B,C)]をタッチし続けているあいだもバックグラウンドで
通常の再生を続けます。
!	 スリップホットキューは、ホットキュー開始から4拍経過した位置
で自動的に解除され、バックグラウンドで再生されていた通常の再
生に戻ります。

4	 [HOT CUE (A,B,C)] から指を放す
ホットキュー開始から4拍経過する前に [HOT CUE (A,B,C)] から指を
放すと、バックグラウンドで再生されていた通常の再生に戻ります。

スリップモードを解除する

スリップモード中に [SLIP] をタッチする
スリップモードが解除されます。
!	 スリップモードは、トラックを新しくロードしたときにも解除され
ます。

波形表示部に触れた位置から再生する
波形表示部に指で触れると、触れた位置の音声を簡単に再生できます。
波形表示部に触れたまま指を移動させると、目的の位置まで素早く移動
できます。
波形表示部をタッチするサーチは以下の状態のときだけ操作できます。
!	 一時停止しているとき
!	 VINYL モード設定時にジョグダイヤルを押しているとき

一時停止中に波形表示部に触れる

プレーイングアドレス表示の現在の再生位置が、触れた位置に移動し
ます。
!	 指を素早く動かすと、プレーイングアドレス表示が正しく表示され
ないことがあります。
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ビートシンクを使う
ビートシンクをオンにすると本機で再生するトラックのBPMと拍位
置をPRO DJ LINK 接続されているシンクマスターに設定したDJプ
レーヤーに自動的に合わせることができます。
!	 rekordbox で解析していないトラックではビートシンクは動作し
ません。

1	 シンクマスターにしたいDJプレーヤーの
[BEAT SYNC MASTER] をタッチする
シンクマスターにしたいDJプレーヤーを決定します。
ビートシンクが機能しているときは、シンクマスターにしたDJプ
レーヤーのBPM表示部分がオレンジ色に変化します。
!	 シンクマスターは rekordbox にすることもできます。

—	 rekordbox をシンクマスターにする方法については、
rekordbox (Mac/Windows) のユーザーマニュアルをご覧く
ださい。

2	 [BEAT SYNC] をタッチする
再生中のトラックのBPMと拍位置がシンクマスターに同期します。
!	 同期が行われると、テンポスライダーによるテンポコントロールが
無効になり、再生速度表示がテンポスライダーの位置のBPM表示
に変わり灰色で表示されます。

シンクマスターにする DJ プレーヤーを変
更する
以下の方法によりシンクマスターをPRO DJ LINK 接続されている他
のDJプレーヤーに変更することができます。
!	 シンクマスターにしているDJプレーヤーの曲を変更する、または
一時停止する。

!	 シンクマスターにしているDJプレーヤーの[BEAT SYNC MASTER]
をタッチする。

!	 シンクマスター以外のDJプレーヤーの [BEAT SYNC MASTER] を
タッチする。

シンクマスターにした DJ プレーヤーに
ロードされているトラックの再生位置と同じ位
置から再生を開始する
以下の方法によりシンクマスター以外のDJプレイヤーでシンクマス
ターにしたDJプレーヤーにロードされているトラックを同じ再生位
置から再生開始することができます。
!	 ビートシンク オン中にシンクマスターにしたDJプレーヤーに
ロードされているトラックをシンクマスター以外のDJプレイ
ヤーにロードする。

!	 ビートシンク オン中にシンクマスター以外のDJプレイ
ヤーの [BEAT SYNC] を 1秒以上タッチする。

同期を解除する

[BEAT SYNC] をタッチする
!	 同期中の再生テンポ（BPM）とスライダーの位置のテンポ（BPM）
が一致していない時は同期中の再生テンポを維持してテンポスラ
イダーでのテンポコントロールは無効のままになります。テンポス
ライダーの位置を同期中の再生テンポのところへ移動させると通
常の動作に戻ります。

!	 シンクマスター以外のDJプレーヤーでピッチベンドを行った場合
も同期が解除され [BEAT SYNC] が点滅します。

拍位置を調整する ( アジャストビートグ
リッド )
拡大波形表示に拍位置が赤色の線で表示されます。拍位置線 (ビートグ
リッド ) を以下の手順で修正できます。

1	 ロータリーセレクターを1秒以上押す
[GRID ADJUST] モードに切り換わります。

2	 ロータリーセレクターを回して、ビートグリッドを調整
する
[MENU (UTILITY)] をタッチし、メニュー画面からも調整することがで
きます。
!	 [RESET]：調整したビートグリッドをリセットします。
!	 [SNAP GRID (CUE)]：現在設定されているキューの場所に1拍
目を移動します。

!	 [SHIFT GRID]：同期中に調整した結果 ( ピッチベンドなど ) を
ビートグリッドに反映します。

3	 ロータリーセレクターを1秒以上押す
[ZOOM] モードに戻ります。

他機器と組み合わせて操作する
Pioneer DJ 製 DJミキサーと LAN ケーブルを使って接続すると、本
機の再生を始めるなどの操作を、DJミキサーとのフェーダーで制御で
きます。
!	 あらかじめ本機とPioneer DJ 製 DJミキサーを接続してくだ
さい。接続のしかたについては、​8​ページの「接続する」をご
覧ください。

!	 プレーヤー番号の設定については、​8​ページの「LANポートが
１つしかないミキサーに接続する場合」をご覧ください。

!	 Pioneer DJ 製 DJミキサーの取扱説明書に掲載されている
フェーダースタート機能もあわせてご覧ください。

DJ ミキサーのフェーダーを使って再生を始め
る ( フェーダースタート )

1	 本機とPioneer DJ製DJ ミキサーをLANケーブルを
使って接続する
接続方法については、​8​ページの「基本スタイル」をご覧ください。

2	 DJ ミキサーのフェーダースタート機能をオンにする

3	 本機のキューを設定する

4	 DJミキサーのチャンネルフェーダーまたはクロス
フェーダーを動かす
本機の一時停止状態を解除して瞬時にトラックを再生します。
!	 チャンネルフェーダーまたはクロスフェーダーの位置を元に戻す
と、設定していたキューポイントに戻り、頭出しされて一時停止状
態になります ( バックキュー )。

トラックをブラウズする
各メディアや接続されたコンピューター上の rekordbox のライブラリ
をブラウズして、トラックをリスト表示することができます。
!	 rekordboxのライブラリ情報が入っていないUSBデバイスをブラ
ウズしたときは、フォルダーとトラック（音楽ファイル）を階層構
造でリスト表示します。

ブラウズ画面に切り換える

メディアに対応したタッチキーをタッチする
各ソースの内容がリスト表示されます。
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!	 [USB]：接続されているUSBデバイス、rekordbox をインス
トールしたモバイルデバイス内の音楽ファイルを表示します。

!	 [LINK]：他のDJプレーヤー内の音楽ファイルを表示します。
!	 [rekordbox]：rekordbox 内の音楽ファイルを表示します。

!	 ブラウズ画面表示中に [BROWSE (SEARCH)] をタッチすると、ブラ
ウズ画面を閉じて通常再生画面に戻ります。

	 もう一度、[BROWSE (SEARCH)] をタッチすると、前回のブラウズ
画面を開きます。

�� 画面の見かた

52 631 4 7

1
メディアセ
レクト

タッチされたメディア（[USB]、[LINK]、[rekordbox]）
に対応した表示が点灯します。
トラックがロードされているメディアが点滅します。

2 内容一覧 選んでいるメディアの内容を表示します。

3 ジャケット写真

rekordbox で登録したアートワークの一部を表示し
ます。
[INFO (LINK INFO)] をタッチするとジャケット写真が
消えて、曲名が左詰めで表示されます。
プレイリスト、演奏履歴リストのときは、連番が表示
されます。
rekordbox ライブラリがないときは、常に曲名が左詰
めで表示されます。

4 上位階層 表示されている項目の上位フォルダー、またはメディ
アの名前を表示します。

5 カーソル ロータリーセレクターを回すと上下に移動します。

6
ユーザー設定カ
テゴリー

rekordbox で表示するカテゴリーを選ぶことができ
ます。
[INFO (LINK INFO)] をタッチするとカーソルで選んで
いるトラックの詳細情報を表示します。
rekordbox ライブラリがない場合は、カーソルで選ん
でいるトラックの詳細情報が表示されます。

7 モードセレクト
タッチされた[BROWSE (SEARCH)]、[TAG LIST]、[INFO 
(LINK INFO)]、[MENU (UTILITY)]、[PERFORM] に対応
した表示が点灯します。

ブラウズ画面での基本操作

�� 項目を選ぶ

1	 ブラウズ画面を表示します
=	「ブラウズ画面に切り換える」 (p.​24​)

2	 ロータリーセレクターを回して項目を選ぶ

ロータリーセレクターを1秒以上押すと、ジャンプ機能が使えます。
=	「ジャンプ機能を使って探す」 (p.​26​)

3	 ロータリーセレクターを押して項目を決定する

下に階層があるときは、その階層を開きます。メニューなどが表示され
ているときは、選択中の項目を決定します。
トラックにカーソルを当てた状態でロータリーセレクターを押すと、そ
のトラックを本機にロードします。

�� 階層を戻る

ブラウザ画面表示中に [BACK] ボタンを押す
階層を1つ上に戻します。
!	 [BACK] ボタンを1秒以上押す、またはブラウズしているメディア
をタッチすると、一番上の階層に移動します。

!	 USBデバイスまたはコンピューター上およびモバイルデバイス
上の rekordbox のライブラリを再生する場合には、最上位階層で
[BACK] ボタンを押すと以下の情報を見ることができます。
—	 USBデバイスに rekordbox のライブラリ情報がない場合：そ
のメディアの空き容量と使用容量

—	 USBデバイスに rekordbox のライブラリ情報がある場合：そ
のメディアの空き容量と使用容量、ライブラリ情報内のトラッ
ク数、プレイリスト数、更新日

—	 コンピューター上およびモバイルデバイス上の rekordbox：ラ
イブラリ情報内のトラック数、プレイリスト数

その他のブラウズ操作

トラックを並べ替える ( ソートメニュー )
ブラウズしているとき、ソートメニューを使ってトラックを並べ替えら
れます。
!	 本機能は以下のライブラリに対してのみ行うことができます。

—	 コンピューター上およびモバイルデバイス上のrekordboxのラ
イブラリをブラウズしているとき

—	 USBデバイスの rekordbox ライブラリをブラウズしてい
るとき

1	 rekordboxライブラリを表示させる
=	「本機にセットされたメディアを再生する」 (p.​17​)
=	「他のDJプレーヤー内の音楽ファイルを再生する」 (p.​18​)
=	「コンピューター上およびモバイルデバイス上の rekordbox の
ライブラリを再生する」 (p.​18​)

2	 トラックがリスト表示されているときに
[MENU (UTILITY)] をタッチする
画面にソートメニューが表示されます。

3	 ロータリーセレクターを使って、ソートしたい項目を選
んで決定する
選んだ項目に従ってリスト上のトラックが並び替わります。
!	 ソートメニューに表示させる並べ替え項目は、rekordbox の設定で
変更できます。USBデバイス上の rekordbox ライブラリは、設定
を変更したあとに再度エクスポートすると反映されます。
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トラックを探す
!	 本機能は以下のライブラリに対してのみ行うことができます。

—	 コンピューター上およびモバイルデバイス上のrekordboxのラ
イブラリをブラウズしているとき

—	 USBデバイスの rekordbox ライブラリをブラウズしてい
るとき

�� [SEARCH] カテゴリーを使って探す

ライブラリブラウズしているとき、[SEARCH] カテゴリーを使ってト
ラックを検索できます。

1	 rekordboxライブラリを表示させる
=	「本機にセットされたメディアを再生する」 (p.​17​)
=	「他のDJプレーヤー内の音楽ファイルを再生する」 (p.​18​)
=	「コンピューター上およびモバイルデバイス上の rekordbox の
ライブラリを再生する」 (p.​18​)

2	 ロータリーセレクターを使って、カテゴ
リーで [SEARCH] を選んで決定する
タッチディスプレイ内にキーボードが表示されます。
!	 [BROWSE (SEARCH)] をタッチし続けても、[SEARCH] 画面が起
動できます。

3	 タッチディスプレイ内のキーボードを使って文字を入力
する
入力した文字を含むトラック等を表示します。
!	 続けて文字を入力すると、入力した文字列を含むトラック等を表示
します。

!	 [BACK] ボタンを押すとカテゴリー選択画面に戻ります。

再生中の曲の KEY ( 調 ) を使って探す
シンクマスターにしたDJプレーヤーにロードされているトラックの
KEYと相性の良い曲のアイコンがKEYアイコン（緑色）に変わります。

ジャンプ機能を使って探す
ジャンプ機能を使って、再生したいトラック、カテゴリー、またはフォ
ルダーに瞬時に移動できます。
ジャンプ機能には、以下2つのモードがあります。
!	 アルファベットジャンプ : アルファベット順に並んでいる、または
並べ替えているときに使います。

!	 ページジャンプ :  アルファベット順に並んでいない、または並べ替
えていないとき使います。

�� アルファベットジャンプのとき

1	 アルファベット順に並んでいるリストを表示させる
rekordbox のライブラリやUSBデバイス内のトラックリストなど、ア
ルファベット順に並んでいるリストを表示させます。

2	 ロータリーセレクターを1秒以上押す
アルファベットジャンプモードに切り換わります。カーソルで選んでい
るトラックまたはカテゴリーの頭文字が拡大表示されます。

3	 ロータリーセレクターを回して、文字または記号を選ぶ
選んだ文字または記号で始まるトラック、またはカテゴリーにカーソル
位置が移動します。
!	 選んだ文字から始まるカテゴリーがリストにない場合はカーソル
は移動しません。

	 アルファベットジャンプで表示される文字はA～ Z、0～ 9、およ
び一部の記号です。

�� ページジャンプのとき

1	 アルファベット順に並んでいないリストを表示させる
USBデバイス内のフォルダーなど、アルファベット順に並んでいない
リストを表示させます。

2	 ロータリーセレクターを1秒以上押す
ページジャンプモードに切り換わります。

3	 ロータリーセレクターを回して、ページを選ぶ
選んだページに移動します。

�� INFORMATION ジャンプ機能を使う

詳細情報に表示されている項目を選んで、トラックが含まれるカテゴ
リーを表示できます。この機能はロードしているトラックと同じジャン
ルや近いBPM値のトラックを探す場合に便利です。

1	 トラックをロードする

2	 通常再生画面で [INFO (LINK INFO)] をタッチする
トラックの詳細情報が表示されます。
=	「ロードされているトラックの詳細情報を表示する」 (p.​29​)

3	 項目を選んで決定する
ブラウズ画面に切り換わり、選択した項目のカテゴリーを表示します。
!	 ブラウズ画面を閉じるには、[BROWSE (SEARCH)] をタッチします。
!	 ブラウズ画面に表示するべき項目がないものや、詳細画面にアイコ
ンだけが表示されている項目は選べないことがあります。

!	 トラックを選んだときは、トラックがロードされる直前に表示して
いたブラウズ画面を表示します。

!	 rekordbox ライブラリが入っていないUSBデバイスでは、項目は
トラックのみ選択できます。

ホットキューバンクを使う
あらかじめ rekordbox で設定しておいたホットキューバンクを、本機
の [HOT CUE] (A, B, C) へ一度にセットできます。

1	 ホットキューバンクが記録されているUSBデバイスを
本機にセットする

2	 ロータリーセレクターを使って、ブラウズ画面でカテゴ
リーの [HOT CUE BANK] を選んで決定する
ホットキューバンクがリスト表示されます。

3	 ロータリーセレクターを使って、呼び出したいホット
キューバンクを選んで決定する
選んだホットキューバンクに登録されているホットキューが画面に表
示されます。
!	 カーソルはホットキューバンクAに固定されます。ロータリーセレ
クターやその他のボタンを使って移動できません。

4	 ロータリーセレクターを押す
本機の [HOT CUE] (A, B, C) にセットされたホットキューがホット
キューバンクに登録されているホットキューで上書きされます。
!	 ホットキューバンクをセットしたあと、本機の [HOT CUE] 
(A, B, C) のいずれかに新しいホットキューを上書きすると、ホッ
トキューバンクから登録したホットキューは他の2 つも削除され
ます。

!	 ホットキューバンクは本機では編集できません。rekordboxを使っ
て編集してください。詳しくは、rekordbox (Mac/Windows) の
ユーザーマニュアルをご覧ください。

演奏履歴を参照する (HISTORY)
ブラウズ画面でのカテゴリーの [HISTORY] には、トラックの演奏履歴
が記録および表示されます。
!	 rekordbox を使って [HISTORY] の演奏履歴を元にプレイリストを
作成できます。詳しくは、rekordbox (Mac/Windows)のユーザー
マニュアルをご覧ください。

演奏履歴を記録する

1	 USBデバイスを本機にセットする

2	 トラックを再生する
約１分間プレイしたトラックが演奏履歴リストに記録されます。
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!	 USBデバイスを本機にはじめてセットしたとき、または再セット
したとき、USBデバイス内に新しい演奏履歴リストが自動で作成
されます。

!	 [UTILITY] で演奏履歴リストの名前をあらかじめ設定しておくこと
ができます。
=	「演奏履歴リストの名前を設定する」 (p.​31​)

!	 同一のトラックを2回以上連続してプレイした場合は、履歴に残ら
ないことがあります。

!	 1つの演奏履歴リストに記憶できる最大トラック数は、999トラッ
クです。1 000トラック以上を記憶するときは、新たな履歴を記
憶するために一番古い履歴が削除されます。演奏履歴リストは999
個まで作成できます。

!	 演奏履歴リストに登録されたトラックは、曲名等が緑色 (再生済み )
に変わります。

!	 カテゴリーの[PLAYLIST]内のトラックは[MENU (UTILITY)]から曲
名等を緑色（再生済み）に変更することができます。変更を行うと
演奏履歴リストにトラックが登録されます。

演奏履歴を削除する

1	 USBデバイスを本機にセットする

2	 rekordboxライブラリを表示させる
=	「本機にセットされたメディアを再生する」 (p.​17​)
=	「他のDJプレーヤー内の音楽ファイルを再生する」 (p.​18​)
=	「コンピューター上およびモバイルデバイス上の rekordbox の
ライブラリを再生する」 (p.​18​)

3	 ロータリーセレクターを使って、カテゴ
リーで [HISTORY] を選んで決定する
演奏履歴リストがリスト表示されます。

4	 ロータリーセレクターを回して、削除したい演奏履歴リ
ストを選ぶ

5	 [MENU (UTILITY)] をタッチする
削除メニューが表示されます。

6	 ロータリーセレクターを回して、削除範囲を選んで決定
する
!	 [DELETE]：選ばれている演奏履歴リストが削除されます。
!	 [ALL DELETE]：すべての演奏履歴リストが削除されます。
!	 USBデバイスの演奏履歴リストを rekordboxにプレイリストとし
て取り込むと、取り込まれた演奏履歴リストはUSBデバイスから
削除されます。

!	 カテゴリーの [PLAYLIST] 内のトラックは、[MENU (UTILITY)] で曲
名等を緑色 ( 再生済み ) から白色 ( 未再生 ) に変更することができ
ます。変更を行うと演奏履歴リストからトラックが削除されます。

7	 ロータリーセレクターを使って、[OK] を選んで決定
する

タグリストを編集する
次に再生するトラックやDJ シーンに合わせて選んだトラックを、
マークを付けてあらかじめリストに集めておくことができます。集めた
トラックリストを「タグリスト」といいます。タグリストはPRO DJ 
LINK 接続されている複数のDJプレーヤーの間で、リアルタイムで相
互に参照できるリストです。
!	 タグリストに追加できるトラック数は、1メディア当たり100ト
ラックです。

!	 タグリストは、1つのUSBデバイスで1つ作成されます。USB
デバイスをまたいでトラックをリストに集めることはできません。

!	 同一フォルダー内の同一トラックを重複して登録することはでき
ません。
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1 内容一覧 タグリストの内容を表示します。

2 メディア名 トラックが記録されているメディアの名前を表示し
ます。

3 ジャケット写真

rekordbox で登録したアートワークの一部を表示し
ます。
[INFO (LINK INFO)] をタッチするとジャケット写真が
消え連番が表示されます。

4 カーソル ロータリーセレクターを回すと上下に移動します。

5
ユーザー設定カ
テゴリー

rekordbox で表示するカテゴリーを選ぶことができ
ます。
[INFO (LINK INFO)] をタッチするとカーソルで選んで
いるトラックの詳細情報を表示します。

タグリストにトラックを追加する

�� トラックを選んで追加する

1	 ブラウズ画面に切り換えて、トラックをリスト表示する

2	 トラックにカーソルを合わせ[TAG TRACK/REMOVE]ボ
タンを押す
トラックの左側に が表示され、そのメディアのタグリストにトラック
が追加されます。
!	 rekordbox を使って、あらかじめタグリストにトラックを登録して
おくことができます。
—	 詳細な操作方法については、rekordbox (Mac/Windows) の
ユーザーマニュアルをご覧ください。

�� ロードしているトラックを追加する

1	 トラックをロードする

2	 [TAG TRACK/REMOVE] ボタンを押す
本機にロードされているトラックがタグリストに追加されます。
以下の画面の時に [TAG TRACK/REMOVE] ボタンを押すとロードして
いるトラックをタグリストに追加することができます。
!	 トラックのロード中に、パフォーマンス画面またはトラックの
詳細情報画面が表示されているとき。

�� カテゴリーまたはフォルダーごと追加する

選んだカテゴリーまたはフォルダー内のすべてのトラックをタグリス
トに追加できます。

1	 直下にトラックが含まれるカテゴリーまたはフォルダに
カーソルを合わせる
情報表示画面の右半分にトラックが一覧表示されている状態になり
ます。

2	 [TAG TRACK/REMOVE] ボタンを押す
カテゴリー名またはフォルダー名が点滅し、カテゴリーまたはフォル
ダー内のすべてのトラックがタグリストに追加されます。
!	 フォルダーブラウズしているときにフォルダーを追加すると、ID3
等を一度も読み込んでいないトラックはトラック名がファイル名
で登録されます。アーティスト名は登録されません。
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!	 タグリストに追加したあと、登録曲をブラウズ画面のトラックリス
ト内で表示する、または登録曲をプレーヤーにロードして ID3等を
読み込むとファイル名はトラック名に変わりアーティスト名も登
録されます。

�� プレイリストからトラックを追加する

選んだプレイリスト内のトラックをタグリストに追加できます。

1	 ブラウズ画面に切り換えて、カテゴリーの[PLAYLIST]を
選んで決定する
プレイリストがリスト表示され、情報表示画面の右半分にトラックが一
覧表示されている状態になります。

2	 プレイリストにカーソルを合わせて、[TAG TRACK/
REMOVE] ボタンを押す
プレイリスト名が点滅し、プレイリスト内のトラックがタグリストに追
加されます。

タグリストからトラックをロードする

1	 [TAG LIST] をタッチする
タグリストを表示します。

!	 DJ プレーヤーに複数のメディアがセットされている場合、メディ
アの名前の前にそのメディアがセットされているプレーヤー番号、
rekordbox アイコンが表示されます。

2	 ロータリーセレクターを使って、メディアを選んで決定
する
メディアを選ぶと、そのメディア内のタグリストが表示されます。

3	 ロータリーセレクターを使って、ロードしたいトラック
を選んで決定する
トラックがロードされ再生が始まります。

タグリストからトラックを削除する
タグリスト上からトラックを削除することができます。
!	 タグリストに追加されているトラックを再生しているとき、そのト
ラックをタグリストから削除すると、トラックの最後まで再生して
から停止します。次トラックは再生しません。

�� 1 トラックずつ削除する

1	 [TAG LIST] をタッチする
タグリストを表示します。

2	 ロータリーセレクターを使って、メディアを選んで決定
する
メディアを選ぶと、そのメディア内のタグリストが表示されます。

3	 ロータリーセレクターを使って、削除したいトラックに
カーソルを合わせる

4	 [TAG TRACK/REMOVE] ボタンを1秒以上押す
以下の画面の時に [TAG TRACK/REMOVE] ボタンを押すとタグリスト
からトラックを削除することができます。
!	 ブラウズ画面で、タグリストに登録されているトラックに
カーソルが合っているとき。

!	 タグリストに登録されているトラックのロード中に、通常再生
画面、パフォーマンス画面またはトラックの詳細情報画面が表
示されているとき。

�� すべてのトラックを削除する

1	 [TAG LIST] をタッチする
タグリストを表示します。

2	 ロータリーセレクターを使って、メディアを選んで決定
する
メディアを選ぶと、そのメディア内のタグリストが表示されます。

3	 [MENU (UTILITY)] をタッチする
[LIST MENU] が表示されます。

4	 ロータリーセレクターを使って、[TAGLIST MENU] を
選んで決定する
[TAGLIST MENU] が表示されます。

5	 ロータリーセレクターを使って、[REMOVE ALL 
TRACKS] を選んで決定する

6	 ロータリーセレクターを使って、[OK] を選んで決定
する

タグリストをプレイリストに変換する
タグリストとして集めたトラックをプレイリストに変換することがで
きます。
!	 変換したプレイリストはカテゴリーの [PLAYLIST] の項目として表
示できます。

1	 [TAG LIST] をタッチする
タグリストを表示します。

2	 ロータリーセレクターを使って、メディアを選んで決定
する
メディアを選ぶと、そのメディア内のタグリストが表示されます。

3	 [MENU (UTILITY)] をタッチする
[LIST MENU] が表示されます。

4	 ロータリーセレクターを使って、[TAGLIST MENU] を
選んで決定する
[TAGLIST MENU] が表示されます。

5	 ロータリーセレクターを使って、[CREATE 
PLAYLIST] を選んで決定する

6	 ロータリーセレクターを使って、[OK] を選んで決定
する
タグリストの内容が[TAG LIST XXX]という名前のプレイリストに変
換されます。
!	 メディア内に rekordbox のライブラリ情報が記録されていないと
きは、タグリストをプレイリストに変換できません。

!	 タグリストに rekordbox で管理しているトラックと rekordbox で
管理していないトラックの両方を登録している場合、rekordbox で
管理されているトラックだけプレイリストに変換されます。
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ロードされているトラックの詳細情報を
表示する
ロードされているトラックの詳細情報を確認できます。

1 2 43

1 トラック情報詳細 DJプレーヤーにロードされているトラックの詳
細情報を表示します。

2
メディア /プ
レーヤー番号

トラックの情報が保存されている場所を表示し
ます。

3
ジャケット写真、コ
メント

DJプレーヤーにロードされているトラックの
ジャケット写真およびコメントを表示します。

4 ソース表示 ロードされているトラックの格納元を表示し
ます。

ソース表示 (4) は本機に挿入されたメディアからロードされていると
きは表示されません。

1	 トラックをロードする

2	 通常再生画面で [INFO (LINK INFO)] をタッチする
トラックの詳細情報が表示されます。

曲のレーティングを変更する
曲のレーティング ( 評価 ) を変更できます。

1	 トラックをロードする

2	 通常再生画面で [INFO (LINK INFO)] をタッチする
トラックの詳細情報が表示されます。

3	 詳細情報に表示されているレーティング
(表示例： )を選ぶ

4	 ロータリーセレクターを1秒以上押してから、
ロータリーセレクターを左または右に回す
ロード中の曲のレーティングが変更されます。

5	 ロータリーセレクターを押して、レーティングを決定
する

他の DJ プレーヤーにロードされている
トラックの詳細情報を表示する

他のDJプレーヤーがPRO DJ LINK 接続されているときは、他のDJ
プレーヤーにロードされているトラックの詳細情報を確認できます。

1	 本機とDJプレーヤーをPRO DJ LINK接続する

2	 [INFO (LINK INFO)] を 1秒以上タッチする
[LINK INFO] 画面が表示されます。

3	 ロータリーセレクターを使って、トラック情報を見たい
DJプレーヤーを選んで決定する
選んだDJプレーヤーにロードされているトラックの詳細情報が表示
されます。
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設定を変更する

設定内容を USB デバイスに記録する
[UTILITY]の設定内容およびその他の設定内容をUSBデバイスに記録
できます。
記録した設定内容は、rekordbox へ書き出せます。
rekordbox で本機の設定を行ってからUSBデバイスに記録し、その設
定値を他のプレーヤーに反映することもできます。
!	 記録される設定内容は以下です。

—	 [UTILITY] の設定内容
	 PLAY MODE、LOAD LOCK、AUTO CUE LEVEL、SLIP FLASHING、

ON AIR DISPLAY、LANGUAGE、LCD BRIGHTNESS
—	 その他の設定内容
	 TIME MODE (本体表示部の時間表示方法)、AUTO CUE、JOG 
MODE、TEMPO RANGE、MASTER TEMPO、QUANTIZE、
BEAT SYNC

1	 設定内容を記録したいUSBデバイスをセットする

2	 [USB] にタッチする
設定内容を記録したいUSBデバイスがPRO DJ LINK 接続中の他の
DJプレーヤーにセットされているときは、[LINK] をタッチして記録メ
ディアを選んでください。

3	 [MENU (UTILITY)] をタッチする

4	 ロータリーセレクターを使って [MY SETTINGS] の
[SAVE] を選んで決定する
設定内容が記録されます。

USB デバイスに記録した設定内容を呼
び出す
USBデバイスに記録した、[UTILITY] の設定内容およびその他の設定
内容を呼び出すことができます。

1	 設定内容を呼び出したいUSBデバイスをセットする

2	 [USB] にタッチする
設定内容を記録したUSBデバイスがPRO DJ LINK接続中の他のDJ
プレーヤーにセットされているときは、[LINK]をタッチして記録メディ
アを選んでください。

3	 [MENU (UTILITY)] をタッチする

4	 ロータリーセレクターを使って [MY SETTINGS] の
[LOAD] を選んで決定する
設定内容が呼び出されます。

USB に設定されている色を変更する
USBデバイスを本機にセットしたときに、画面表示の一部をUSBに
設定された色で表示することができます。

1	 USBデバイスをセットする

2	 [USB] にタッチする

3	 [MENU (UTILITY)] をタッチする
!	 rekordbox からエクスポートされた音楽ファイルや管理データが
入っているUSBデバイスのみ、[BACKGROUND COLOR] が表示さ
れます。

4	 ロータリーセレクターを使って、[MY SETTINGS] の
[BACKGROUND COLOR] を選ぶ

5	 ロータリーセレクターを使って設定したい色を選んで決
定する

[UTILITY] 画面を表示する

[MENU (UTILITY)] を 1秒以上タッチする
[UTILITY] 画面が表示されます。

画面の見かた

1 21 2

1 設定項目 本機の設定項目が表示されます。

2 項目内容 それぞれの項目の設定値を表示します。

設定を変更する

1	 [MENU (UTILITY)] を 1秒以上タッチする
[UTILITY] 画面が表示されます。

2	 ロータリーセレクターを回して、設定項目を選ぶ

3	 変更したい項目にカーソルを合わせて、ロータリーセレ
クターを押す
カーソルが設定内容に移動します。

4	 ロータリーセレクターを回して、設定内容を変更する

5	 ロータリーセレクターを押して、設定内容を決定する
カーソルが設定項目に戻ります。
!	 設定内容を決定する前に [BACK] ボタンを押すと変更を中止し
ます。

6	 [MENU (UTILITY)] をタッチする
[MENU (UTILITY)] をタッチする前の画面に戻ります。

設定項目一覧

設定項目 設定範囲 説明

PLAY MODE CONTINUE*/SINGLE

本機にロードされているトラック
の再生方法を変更します。
詳しくは ​31​ページの「再生方法
を変更する」をご覧ください。

LOAD LOCK LOCK/UNLOCK*
再生中に新たなトラックの
ロードを禁止する /しないを設定
します。

AUTO CUE LEVEL

–36 dB/–42 dB/–48 d
B/–54 dB/–60 dB/–66 
dB/–72 dB/–78 dB/
MEMORY*

詳しくは、​22​ページの「オー
トキューのキューポイントを設定
する」をご覧ください。

SLIP FLASHING ON*/OFF

[SLIP] をタッチしたときに、スリッ
プ機能が働くボタン等のインジ
ケーターを点滅させる /させない
を設定します。



Ja 31

設
定

を
変

更
す

る
設定項目 設定範囲 説明

ON AIR DISPLAY ON*/OFF

本体表示部にトラックのON AIR
状態を表示する /しないを設定し
ます。ON AIR DISPLAY対応ミ
キサー (DJM-2000nexus など )
と PRO DJ LINK 接続している
ときに、ミキサーのチャンネル
フェーダーやクロスフェーダーの
操作に合わせてON AIR 状態を表
示することができます。ON AIR 
DISPLAY対応ミキサーの取扱説
明書もあわせてご覧ください。

LANGUAGE － 本体表示部に表示される言語を選
べます。

HISTORY NAME －
詳しくは、​31​ページの「演奏履
歴リストの名前を設定する」をご覧
ください。

PLAYER No. AUTO*、1～ 4
本機のプレーヤー番号を設定し
ます。本機にメディアがセットされ
ているときは変更できません。

LINK STATUS － PRO DJ LINK 接続しているとき
接続状態を表示します。

MIDI CHANNEL 1* ～ 16
詳しくは、​33​ページの「MIDI
チャンネル設定を変更する」をご覧
ください。

POWER 
MANAGEMENT

20min*/NEVER
詳しくは、​31​ページの「パワーマネ
ジメントを設定する」をご覧ください。

LCD BRIGHTNESS 1～ 3* ～ 5 本体表示部の明るさを設定します。

TOUCH DISPLAY 
CALIBRATION

－
詳しくは、​31​ページの「タッチ
ディスプレイのずれを修正する」を
ご覧ください。

SCREEN SAVER ON*/OFF

[ON] に設定すると、以下いずれか
のとき、スクリーンセーバーが起動
します。
!	 本機に 5分以上トラックが
ロードされないとき

!	 一時停止、キュー待機状態、ま
たは [END] が本体表示部に表
示されたまま100分以上何も
操作されないとき

DUPLICATION
DEFAULT*、ALL、
PLAYER1～ 4

詳しくは、​32​ページの「PRO 
DJ LINK 接続中のDJプレーヤー
へ設定内容を複製する」をご覧くだ
さい。

VERSION No. － 本機のソフトウェアバージョンが
表示されます。

*：お買い上げ時の設定

再生方法を変更する

1	 [UTILITY] 画面を表示させる
=	「[UTILITY] 画面を表示する」 (p.​30​)

2	 ロータリーセレクターを使って、[PLAY MODE] を選ん
で決定する

3	 ロータリーセレクターを使って、[CONTINUE] または
[SINGLE] を選んで決定する
CONTINUE：すべてのモードで前の曲や次の曲に移動できます。
SINGLE：本体表示部の [TRACK] の文字が [SINGLE] に変わり、トラッ
クサーチボタン、サーチボタン以外では前の曲や次の曲へ移動できなく
なります。
!	 再生中の PLAYERは、設定を変更する事は、出来ません。

パワーマネジメントを設定する

1	 [UTILITY] 画面を表示させる
=	「[UTILITY] 画面を表示する」 (p.​30​)

2	 ロータリーセレクターを使って、[POWER 
MANAGEMENT] を選んで決定する

3	 ロータリーセレクターを使って、[20min] または
[NEVER] を選んで決定する
[POWER MANAGEMENT] を [20min] に設定すると、以下のときにパ
ワーマネジメント機能が働きオフモードになります。
!	 USBデバイスがセットされていない、かつPRO DJ LINK 接続し
ていない、かつ USB端子 ( 本体背面部 ) にコンピューターが接続さ
れていない状態で、20分以上まったく何も操作されないとき

!	 本機を操作するとオフモードが解除されます。
!	 本機は、パワーマネジメント機能をオンに設定して出荷してい
ます。パワーマネジメント機能をお使いにならないときは、[POWER 
MANAGEMENT] を [NEVER] に設定してください。

!	 パワーマネジメント機能を [NEVER] にしたときは、消費電力が増加
することがあります。

演奏履歴リストの名前を設定する
USBデバイスに記録される演奏履歴リストの名前をあらかじめ設定で
きます。

1	 [UTILITY] 画面を表示させる
=	「[UTILITY] 画面を表示する」 (p.​30​)

2	 ロータリーセレクターを使って、[HISTORY NAME] を選
んで決定する

3	 タッチディスプレイに表示されるキーボードを使って文
字を入力する

4	 ロータリーセレクターを押して決定する
入力した名前に変更されます。
!	 演奏履歴リストの名前を変更すると、演奏履歴リストの名前の後ろ
の数字が001に戻ります。この数字は演奏履歴リストが作成され
る度に順番に追加されます。

!	 [HISTORY] の名前に設定できる文字数は、半角英数と記号を合わせ
て32文字です。

言語を変更する
トラック名などの表示、画面上メッセージ表示に使われる言語を選択し
ます。
!	 言語を切り換えると、本体表示部に表示されるメッセージが選択し
た言語で表示されます。

!	 トラック名などを表示する際、Unicode以外のローカルコードで書
かれている文字を表示したいときは、[LANGUAGE] 設定を変更して
ください。

1	 [UTILITY] 画面を表示させる
=	「[UTILITY] 画面を表示する」 (p.​30​)

2	 ロータリーセレクターを使って、[LANGUAGE] を選んで
決定する

3	 ロータリーセレクターを使って、言語を選んで決定する
画面表示言語が変更されます。

タッチディスプレイのずれを修正する

1	 [UTILITY] 画面を表示させる
=	「[UTILITY] 画面を表示する」 (p.​30​)

2	 ロータリーセレクターを使って、[TOUCH DISPLAY 
CALIBRATION] を選んで決定する

3	 画面に表示される [+] を順番にタッチする
全部で16か所タッチします。
!	 手を離したときに [+] が移動しない場合は、長めにタッチしてから
手を離してください。

4	 ロータリーセレクターを押して決定する
設定の変更内容が保存されます。
!	 本機は、キャリブレーションしてから出荷していますが、正し
くタッチできないときは、キャリブレーションを設定してくだ
さい。
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!	 キャリブレーションを設定するときは、ボールペンのような先
のとがった物は使用しないでください。

PRO DJ LINK 接続中の DJ プレーヤー
へ設定内容を複製する
[UTILITY] の設定内容およびその他の設定内容を、PRO DJ LINK で
接続している他のDJプレーヤーに複製できます。
!	 複製される設定内容は以下です。

—	 [UTILITY] の設定内容
	 PLAY MODE、LOAD LOCK、AUTO CUE LEVEL、SLIP FLASHING、

ON AIR DISPLAY、LANGUAGE、LCD BRIGHTNESS
—	 その他の設定内容
	 TIME MODE (本体表示部の時間表示方法)、AUTO CUE、JOG 
MODE、TEMPO RANGE、MASTER TEMPO、QUANTIZE、
BEAT SYNC

1	 [DUPLICATION] を選んで決定する

2	 設定を反映させたいDJプレーヤーの再生を止める

3	 ロータリーセレクターを使って、[PLAYER X] または
[ALL] を選んで決定する
[PLAYER1]–[PLAYER4]：指定したDJプレーヤーに設定を複製します。
再生中のDJプレーヤーは選べません。
[ALL]：PRO DJ LINK 接続中のすべてのDJプレーヤーに設定を複製
します。再生中のDJプレーヤーには設定を複製できません。
指定したプレーヤーの表示部に [DUPLICATED] と表示され、本機の
[UTILITY] の設定内容およびその他の設定内容が指定したプレーヤー
に複製されます。
[DEFAULT]：本機の設定をお買い上げ時の設定に戻します。

ドライバーソフトウェアをインス
トールする

ドライバーソフトウェアについて (Windows)
本ドライバーソフトウェアは、コンピューターからの音声を出力するた
めの専用ASIO ドライバーです。
!	 Mac OS X をお使いのときは、ドライバーソフトウェアをインス
トールする必要はありません。

�� ドライバーソフトウェアを入手する

1	 コンピューターでウェブブラウザーを起動し、下記の
Pioneer DJサポートサイトにアクセスする
http://pioneerdj.com/support/

2	 Pioneer DJ サポートサイトで [XDJ-700] の [ ソフト
ウェアダウンロード ]をクリックする

3	 ドライバーソフトウェアのアイコンをクリックし、ダ
ウンロードページからドライバーソフトウェアをダウン
ロードする
!	 ドライバーソフトウェアのインストールについては、Pioneer 
DJ サポートサイトをご覧ください。

本機とコンピューターを USB 接続する

1	 本機とコンピューターをUSBケーブルで接続する
接続方法については、​11​ページの「DJソフトウェアを使う」をご
覧ください。

2	 [u] スイッチを押す
本機の電源をオンにします。
!	 本機をはじめてコンピューターに接続したとき、またはコン
ピューターのUSB端子をつなぎ変えたときに [デバイスドライバ
ソフトウェアをインストールしています。] メッセージが表示され

ることがあります。[デバイスを使用する準備ができました。] メッ
セージが表示されるまで、そのままお待ちください。

バッファーサイズを調整する (Windows)
本機はASIO 規格に準拠したオーディオデバイスとしての機能を備え
ています。
!	 本機を既定のオーディオデバイスとして使っているアプリ
ケーション (DJ ソフトウェアなど ) が起動しているときは、そのア
プリケーションを終了させてからバッファーサイズを調整してく
ださい。

Windowsの [スタート ]メニュー>[すべてのプログ
ラム ]>[Pioneer]>[CDJXDJ]>[CDJXDJ ASIO設定
ユーティリティ ]をクリックする

!	 バッファーサイズを大きくすると、音声データの脱落 ( 音とぎれ ) 
などが生じにくくなりますが、音声データの伝送遅延 ( レイテン
シー ) によるタイムラグが増大します。

!	 ビット数はASIO 再生時のビット深度を指定します。
!	 バッファサイズおよびカーネルバッファの調整は、以下の手順を参
考に操作してください。

�� 初期設定状態で音とぎれが発生していないとき

1	 バッファサイズを徐々に小さくして、音とぎれが発生し
ない最小のバッファサイズに設定する

2	 カーネルバッファ数を [2] に設定して、音とぎれが発生
するか確認する
!	 音とぎれが発生するときはカーネルバッファ数を [3] に設定してく
ださい。

�� 初期設定状態で音とぎれが発生しているとき

カーネルバッファ数を [4] に設定にしたあと、音とぎれが発
生しない最小のバッファサイズに設定する

ドライバーソフトウェアのバージョンを確
認する
!	 この画面では、本機のファームウェアのバージョンも確認でき
ます。

Windowsの [スタート ]メニュー>[すべてのプログ
ラム ]>[Pioneer]>[CDJXDJ]>[CDJXDJ バージョン表
示ユーティリティ ]をクリックする
!	 本機がコンピューターに接続されていないとき、または本機とコン
ピューターが正常に通信できていないときは、ファームウェアの
バージョンは表示されません。

http://pioneerdj.com/support/
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DJ ソフトウェアを使う

DJ ソフトウェアを操作する
本機は、ボタンやツマミなどの操作情報を汎用のMIDI 形式、HID 形式
で出力します。MIDI 対応または、HID 対応のDJソフトウェアをイン
ストールしたコンピューターとUSBケーブルを使って接続すると、本
機でDJソフトウェアを操作できます。また、コンピューターで再生し
ている音楽ファイルの音声を本機から出力できます。
本機をオーディオデバイスとして使うときは、あらかじめコン
ピューターにドライバーソフトウェアをインストールしてください
(p.​32​)。また、DJソフトウェアのオーディオ出力デバイスの設定
で本機を選んでおく必要があります。詳しくは、お使いのDJソフト
ウェアの取扱説明書をご覧ください。

1	 本機のUSB端子とコンピューターを接続する
接続方法については、​11​ページの「DJソフトウェアを使う」をご
覧ください。

2	 [BROWSE (SEARCH)]をタッチしてから[LINK]をタッチ
する
メニュー画面に [CONTROL MODE] と [USB MIDI] が表示されます。

3	 [CONTROL MODE] を選んで決定する
接続中画面が表示されます。

4	 [USB MIDI] を選んで決定する
本機がコントロールモードに切り換わります。

5	 DJソフトウェアを起動する
DJソフトウェアと通信が始まります。
!	 本機のボタンおよびロータリーセレクターなどを使ってコン
ピューターのDJソフトウェアを操作できます。

!	 ボタンによってはDJソフトウェアの操作に使えないことがあり
ます。

!	 本機にトラックがロードされるとコントロールモードが解除され
ます。

!	 本機が出力するメッセージについては ​33​ページの「MIDI メッ
セージ一覧」をご覧ください。

MIDI チャンネル設定を変更する
HID 形式で出力を行うときは、この操作は必要ありません。

1	 [MENU (UTILITY)] を 1秒以上タッチする
[UTILITY] 画面が表示されます。

2	 [MIDI CHANNEL] を選んで決定する

3	 ロータリーセレクターを回す
MIDI チャンネルを選んで設定を変更します。1～ 16の設定を選べ
ます。

4	 ロータリーセレクターを押して決定する

5	 [MENU (UTILITY)] をタッチする
元の画面に戻ります。

MIDI メッセージ一覧

SW名 SW
の種類

MIDI メッセージ
備考

MSB

JOG 
(TOUCH) － Bn 10 dd

停止から４倍速の速度に対す
るリニア値で、停止で64、
FWD方向：65 (0.06 倍速 ) 
～ 127 (4 倍速 ) ・REV
方向：63 (0.06 倍速 ) 
～ 0 (4 倍速 )。

TEMPO 
SLIDER VR Bn 1D dd 0 ～ 127－側で0、

+側で127

SW名 SW
の種類

MIDI メッセージ
備考

MSB

JOG RING － Bn 30 dd

0.5 倍速から４倍速の速
度に対するリニア値で、停
止 (0.49 倍速以下 ) で
64、FWD方向：65 (0.5
倍速 ) ～ 127 (4 倍速 ) 
・REV方向：63 (0.5 倍速 ) 
～ 0 (4 倍速 )。

ROTARY 
SELECTOR

General 
Purpose 
Controller

Bn 4F dd

98～ 127、1～ 30 前回か
らの差分のカウント値を転送 
(±1～±30) ±30以上の
ときは±30とする

PLAY/
PAUSE SW 9n 00 dd OFF=0, ON=127

CUE SW 9n 01 dd OFF=0, ON=127

SEARCH 
FWD SW 9n 02 dd OFF=0, ON=127

SEARCH 
REV SW 9n 03 dd OFF=0, ON=127

TRACK 
SEARCH 
NEXT

SW 9n 04 dd OFF=0, ON=127

TRACK 
SEARCH 
REV

SW 9n 05 dd OFF=0, ON=127

LOOP IN SW 9n 06 dd OFF=0, ON=127

LOOP OUT SW 9n 07 dd OFF=0, ON=127

RELOOP SW 9n 08 dd OFF=0, ON=127

QUANTIZE GUI 
button 9n 09 dd OFF=0, ON=127

MEMORY GUI 
button 9n 0A dd OFF=0, ON=127

CALL NEXT GUI 
button 9n 0B dd OFF=0, ON=127

CALL PREV GUI 
button 9n 0C dd OFF=0, ON=127

DELETE GUI 
button 9n 0D dd OFF=0, ON=127

TIME/
A.CUE

GUI 
button 9n 0E dd OFF=0, ON=127

TEMPO 
RANGE SW 9n 10 dd OFF=0, ON=127

MASTER 
TEMPO SW 9n 11 dd OFF=0, ON=127

JOG MODE SW 9n 12 dd OFF=0, ON=127

HOT CUE A GUI 
button 9n 18 dd OFF=0, ON=127

HOT CUE B GUI 
button 9n 19 dd OFF=0, ON=127

HOT CUE C GUI 
button 9n 1A dd OFF=0, ON=127

HOT CUE 
REC

GUI 
button 9n 1C dd OFF=0, ON=127

HOT CUE 
CALL

GUI 
button 9n 1D dd OFF=0, ON=127

MASTER GUI 
button 9n 1E dd OFF=0, ON=127

SYNC GUI 
button 9n 1F dd OFF=0, ON=127

JOG 
TOUCH SW 9n 20 dd OFF=0, ON=127

D
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SW名 SW
の種類

MIDI メッセージ
備考

MSB

REVERSE GUI 
button 9n 21 dd OFF=0, ON=127

VINYL 
BRAKE

GUI 
button 9n 22 dd OFF=0, ON=127

BEAT 
LOOP 1/2

GUI 
button 9n 27 dd OFF=0, ON=127

BEAT 
LOOP 1

GUI 
button 9n 28 dd OFF=0, ON=127

BEAT 
LOOP 2

GUI 
button 9n 29 dd OFF=0, ON=127

BEAT 
LOOP 4

GUI 
button 9n 2A dd OFF=0, ON=127

BEAT 
LOOP 8

GUI 
button 9n 2B dd OFF=0, ON=127

BEAT 
LOOP 16

GUI 
button 9n 2C dd OFF=0, ON=127

SLIP GUI 
button 9n 2D dd OFF=0, ON=127

TAG 
TRACK SW 9n 30 dd OFF=0, ON=127

BACK SW 9n 32 dd OFF=0, ON=127

ROTARY 
SELECTOR 
PUSH

SW 9n 33 dd OFF=0, ON=127

NEEDLE GUI Bn 1C dd OFF=0 1 → 127 で左側→
右側ポジション位置データ

nはチャンネル番号です。

Ja
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その他

故障かな？と思ったら
!	 故障かな？と思ったら、下記の項目およびPioneer DJ サポートサイトへアクセスして、[XDJ-700] の [よくある質問 ] を確認してください。
	 http://pioneerdj.com/support/
	 また、本機と接続している機器もあわせて確認してください。それでも正常に動作しないときは、​37​ページの「保証とアフターサービス」を
お読みのうえ、販売店にお問い合わせください。

!	 静電気など、外部からの影響により本機が正常に動作しないことがあります。このようなときは、電源をオフにしてから1分後に再度電源をオ
ンにすることで正常に動作することがあります。

こんなときは ここを確認してください 対応の仕方
ファイルを再生できない。 ファイルが著作権保護 (DRM) されていませ

んか？
著作権保護されているファイルは再生できません。

音が出ない、ひずむ、またはノイズが
出る。

接続しているDJミキサーが正しく操作されてい
ますか？

DJミキサーの操作を確認してください。

本機とテレビを近くに設置していませんか？ テレビの電源をオフにしてください。または本機とテレビを離して設置してく
ださい。

ファイルの情報が正しく表示され
ない。

[LANGUAGE] が適切に設定されていますか？ [LANGUAGE] を適切な言語に設定してください。

本機が対応していない言語で情報が記述されてい
ませんか？

DJソフトウェアなどを使ってファイルを作成するときは、本機が対応してい
る言語で情報を記述してください。

トラックサーチが終わらない。 オートキュー機能が働いていませんか？ 曲間の無音部分が長いときは、トラックサーチに時間がかかることがあります。

－ 10秒以内にトラックサーチできないときは、トラックの先頭がキューポイン
トに設定されます。

バックキュー機能が働かない。 キューポイントが設定されていますか？ キューポイントを設定してください (p.​20​)。

ループプレイ機能が働かない。 ループポイントが設定されていますか？ ループポイントを設定してください (p.​20​)。

設定が記憶されない。 設定を変更したあと、すぐに電源をオフにしてい
ませんか？

設定を変更したあとは、10秒以上経過してから電源をオフにしてください。

USBデバイスを認識しない。 USBデバイスが正しく接続されていますか？ 奥までしっかり差し込んでください。

USBハブを経由して接続していませんか？ USBハブは使えません。

本機が対応しているUSBデバイスですか？ USBマスストレージクラスの機器にだけ対応しています。

携帯フラッシュメモリー、またはデジタルオーディオ再生機器に対応してい
ます。

ファイルフォーマットが本機に対応していま
すか？

接続しているUSBデバイスのファイルフォーマットを確認してください。本
機が対応しているファイルフォーマットについては、​5​ページの「使用で
きるメディア」をご覧ください。

－ 電源をオンし直してください。

USBデバイスにキューポイントまた
はループが記憶されない。

制限数以上のポイントを記録しようとしていませ
んか？

USBデバイスに記録できるキューポイントまたはループポイントは、1トラッ
クあたり10か所です。
制限数以上のポイントを記録しようとすると [CUE/LOOPPOINT FULL] が表示
され記録できません。この場合は、いくつかのポイントを削除してから、記憶
させてください。

USBデバイスが書き込み禁止になっていませ
んか？

USBデバイスが書き込み禁止に設定されているときは、[USB FULL] と表示さ
れ記録できません。書き込み禁止の設定を解除してから、再度記憶させてくだ
さい。

USBデバイスに十分な空き容量がありますか？ USBデバイスの空き容量が足りないときは、[USB FULL] と表示され記録でき
ません。空き容量を確保してから、再度記憶させてください。

USBデバイスに記録されている曲の
キューポイントまたはループが表示
されない。

前回USBデバイスを取り外すときに、正しく停
止処理を行いましたか？

停止処理を行わずに取り外したり本機の電源をオフにしたりすると、表示され
ないことがあります。
USBデバイスを取り外したり、本機の電源をオフにする前に、USBインジ
ケーターが完全に消灯していることを確認してください。

リループ実行時にボタンを押したり、
逆再生実行時にボタンを押しても、瞬
時に開始されない。

クオンタイズ機能がオンになっていませんか？ クオンタイズ機能がオンになっていると、ボタンを押したときに最も近い拍位
置から開始されます。ボタンを押した瞬間に動作させたい場合は、クオンタイ
ズ機能をオフにしてください。

プレーイングアドレス表示が残り時
間表示で表示されない。

－ VBRで記録されているファイルを再生しているときは、曲の長さがすぐにわか
らないことがあるためプレーイングアドレス表示が表示されるまでに時間がか
かることがあります。

USBデバイス ( フラッシュメモ
リーまたはハードディスク ) の読み
込みに時間がかかる。

USBデバイスに大量のフォルダーまたはファイ
ルを記録していませんか？

フォルダーやファイルの数が多いときは、読み込みに時間がかかることがあり
ます。

USBデバイスに音楽ファイル以外のファイルを
保存していませんか？

音楽ファイル以外のファイルがフォルダー内にあるときも読み込みに時間がか
かるので、音楽ファイル以外のファイル、フォルダーは入れないようにしてく
ださい。

ライブラリーブラウズできない。 ライブラリー情報が記録されているメディアを
セットしていますか？

ライブラリー情報が記録されているメディアをセットしているときだけライブ
ラリーブラウズで表示できます。ライブラリー情報が記録されていないメディ
アをセットしたときはフォルダーブラウズで表示します。

[HISTORY] が表示されない。 USBデバイスをセットしていますか？ [HISTORY] は、USBデバイスをセットしているDJプレーヤーでお使いいた
だける機能です。
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こんなときは ここを確認してください 対応の仕方
何も表示されない。 パワーマネジメント機能が働いていませんか？ 本機は、パワーマネジメント機能をオンに設定して出荷しています。パ

ワーマネジメント機能をお使いにならないときは、[UTILITY] 内の [POWER 
MANAGEMENT] を [NEVER] に設定してください。 (p.​31​)

目盛表示がされない。 曲の長さが15分以上ありませんか？ 再生時間が15分以上ある曲の場合は目盛表示は行われません。 (p.​14​)

PRO DJ LINK がうまく動かない。 プレーヤー番号が正しく設定されていますか？ [PLAYER No.] を [AUTO] または現在の設定とは異なる番号に変更してくだ
さい。 (p.​30​)

LANケーブルが正しく接続されていますか？ LANケーブルを [LINK] 端子に正しく接続してください。

スイッチングハブの電源がオンになっていま
すか？

スイッチングハブの電源をオンにしてください。

スイッチングハブに不要な機器が接続されていま
せんか？

スイッチングハブから不要な機器を取り外してください。

画面をタッチしても反応しない、また
は反応が悪い。実際にタッチした場所
と違う位置が反応する。

タッチディスプレイのキャリブレーション調整が
ずれている。

[UTILITY] 画面の [TOUCH DISPLAY CALIBRATION] 設定でタッチディスプレイ
を調整してください。
また、電源がオフのときに [OUT(OUT ADJUST)] ボタンを押しながら電源をオ
ンすると [TOUCH DISPLAY CALIBRATION] の設定画面を表示できます。

液晶画面について
!	 液晶画面の中に小さな黒い点や明るく光る点 ( 輝点 ) が現れることがあります。これは液晶特有の現象で故障ではありません。
!	 寒い場所でお使いになるときは、本機の電源をオンにしたあとしばらく液晶画面が暗いことがあります。時間がたつと正常な明るさに戻ります。
!	 液晶画面に直射日光が当たると、光が反射し映像が見づらくなりますので、直射日光をさえぎってください。

エラー表示
本機が正常に動作できないときは表示部にエラーコードを表示します。以下の表で確認して処置してください。以下の表にないエラーコードが表示
されるときや、処置しても同じエラーコードが表示されるときは、お買い上げの販売店にご連絡ください。

エラーコード エラータイプ エラー内容 原因と処置

E-8302 CANNOT PLAY TRACK(****)
USB内のトラックデータ ( ファイル ) が正常
に読み取れない。

トラックデータ (ファイル) が破損している可能性があります。d
本機と同じフォーマットを再生できる別のプレーヤーなどで、ト
ラック ( ファイル ) が再生できるか確認してください。

E-8304
E-8305 UNSUPPORTED FILE FORMAT

正常に演奏できない音楽ファイルをロードし
ている。

フォーマットに従っていない。dフォーマットに従った音楽ファ
イルに交換してください。

タッチディスプレイのクリーニングについて
タッチディスプレイの表面をクリーニングするときは、有機溶剤・酸・アルカリ類は使用しないでください。乾いた柔らかい布、中性洗剤に浸して
よく絞った布で拭いてください。

本体表示部表示アイコン一覧

ジャンル プレーヤー番号 
(1 ～ 4) コンピューター フォルダー閉 WAIT

アーティスト レーティング編集 年 リミキサー rekordbox

アルバム タグリスト登録済み レーベル会社 オリジナル
アーティスト ミキサー

トラック /ファイル名 テンポ (BPM) キー サーチ ホットキュー

プレイリスト
HISTORY
ホットキューバンク
リスト

カラー ビットレート DJプレイカウント

レーティング USB 再生中 ライブラリ追加日

時間 SD フォルダー開 コメント

iPod/iPhone について
!	 本製品は、Pioneer DJ サポートサイトに記載されている iPod/iPhone のソフトウェアバージョンに基づいて開発、テストされたもの
です。(http://pioneerdj.com/support/)

!	 Pioneer DJ サポートサイトに記載されているバージョン以外のソフトウェアをお客様の iPod/iPhone にインストールした場合、本製品との
互換がなくなる場合があります。

!	 iPod/iPhone の動作に関しては保障いたしかねますのでご了承ください。
!	 使用時に iPod/iPhone のデータ等が消失した場合でも、その保証については責任を負いかねますのでご了承ください。
!	 iPod/iPhone は、著作権のないマテリアル、または法的に複製・再生を許諾されたマテリアルを、個人が私的に複製・再生するために使用許
諾されるものです。著作権の侵害は法律上禁止されています。
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保証とアフターサービス

修理に関するご質問、ご相談
「取扱説明書 ( クイックスタートガイド )」の 12ページに記載の修理受
付窓口、またはお買い求めの販売店にご相談ください。

保証書 ( 取扱説明書 ( クイックスタートガイド )
の裏表紙に記載 )
保証書は必ず「販売店名・購入日」などの記入を確かめて販売店から受
け取り、内容をよく読んで大切に保管してください。
保証書に販売店名や購入日の記載がない場合は、本製品のご購入の際
に受け取られた、購入日が明記されている購入証明書 ( レシート、納品
書、受注メールなど ) が必要となります。保証書とともに大切に保管し
てください。

保証期間は購入日から1 年間です。

補修用性能部品の最低保有期間
当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、8年間保有してい
ます。性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

修理を依頼されるとき
本書の ​35​ページの「故障かな？と思ったら」をお読みいただき、故
障かどうかをご確認ください。それでも正常に動作しないときは、必ず
電源プラグを抜いてから、次の要領で修理を依頼してください。

連絡していただきたい内容
!	 ご住所
!	 お名前
!	 お電話番号
!	 製品名：マルチプレーヤー
!	 型番：XDJ-700
!	 お買い上げ日
!	 故障または異常の内容
	 「いつ、どのくらいの頻度で、どのような操作で、どうなる」といっ
た詳細

保証期間中は
修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書に記載されてい
る弊社保証規定に基づき修理いたします。

保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で修理いたし
ます。

商標、ライセンス等
!	 Pioneer DJ は、パイオニア株式会社の商標であり、ライセンスに
基づき使用されています。rekordbox および KUVOは、Pioneer 
DJ 株式会社の登録商標または商標です。

!	 Windows は米国Microsoft Corporation の米国およびその他の
国における登録商標です。

!	 AdobeおよびReaderは、Adobe Systems Incorporated (アド
ビシステムズ社 ) の米国ならびに他の国における登録商標または商
標です。

!	 ASIO は Steinberg Media Technologies GmbHの商標です。
!	「Made for iPod」および「Made for iPhone」とは、それぞれ
iPodあるいは iPhone専用に接続するよう設計され、アップルが定
める性能基準を満たしているとデベロッパによって認定された電
子アクセサリであることを示します。アップルは、本製品の機能お
よび安全および規格への適合について一切の責任を負いません。こ
のアクセサリを iPod あるいは iPhone と使用することにより、無
線の性能に影響を及ぼす可能性がありますのでご注意ください。

!	 iPhone、iPod、iPod touch、Mac、およびMac OSは、米国お
よび他の国々で登録されたApple Inc. の商標です。

!	 iPhone の商標は、アイホン株式会社のライセンスにもとづき使用
されています。

!	 Android™はGoogle Inc. の商標です。
!	 iOS は、USその他の国でシスコが商標権を有する商標です。
!	 This software is based in part on the work of the Independent JPEG 

Group.
	 本機搭載のソフトウェアは、Independent JPEG Group のソフト
ウェアを一部利用しております。

MP3 の利用について
本製品は非営利的使用のためのみにライセンスされております。営
利的目的での ( 収益の発生するような ) 、実際の放送 ( 地上波放
送・衛星放送・有線放送・あるいは他のメディアを利用した放送 ) 、
インターネットやイントラネット (企業内ネット) あるいは他のネッ
トワークを利用した放送・ストリーミング、またその他の電子的情報
を提供するシステム (音楽の有料配信など) のためにはライセンスさ
れておりません。このような使用には個別にライセンスを取得する必
要があります。詳しくは、http://www.mp3licensing.comをご参
照ください。

その他記載されている会社名および製品名等は、各社の登録商標または
商標です。
!	 音楽管理ソフトウェア rekordbox は、保証書に記録されている無
料修理等の対象ではありません。rekordboxをご利用するにあたっ
ては、rekordbox の「ソフトウェア使用許諾契約書」の条項をよく
お読みください。

!	 本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあり
ます。

!	 © 2015 Pioneer DJ 株式会社
	 禁無断転載
	 <DRJ1036-B>

Ja

そ
の

他

http://www.mp3licensing.com

	はじめに
	本機の特長

	準備する
	対応ソースについて
	使用できるメディア
	再生できる音楽ファイルフォーマット
	ソフトウェアを準備する
	スタンドを取り付ける

	接続する
	各端子の説明
	基本スタイル
	DJ ソフトウェアを使う

	各部の名前とはたらき
	コントロールパネル
	本体背面部
	通常再生画面( 表示部)
	通常再生画面( タッチキー)
	パフォーマンス画面

	操作する ( 基本編)
	電源の入れかた
	電源の切りかた
	USB デバイスの接続のしかたと外しかた
	再生する
	ジョグダイヤルを操作する

	操作する ( 応用編)
	キューを設定する
	ループを設定する
	ホットキューを設定する
	キューポイントまたはループポイントを保存する
	保存されたキューポイントまたはループポイントを消去する
	オートキューのキューポイントを設定する
	スリップを使う
	波形表示部に触れた位置から再生する
	ビートシンクを使う
	拍位置を調整する ( アジャストビートグリッド)
	他機器と組み合わせて操作する
	トラックをブラウズする
	その他のブラウズ操作
	演奏履歴を参照する (HISTORY)
	タグリストを編集する
	ロードされているトラックの詳細情報を表示する
	曲のレーティングを変更する
	他のDJ プレーヤーにロードされているトラックの詳細情報を表示する

	設定を変更する
	設定内容をUSB デバイスに記録する
	USB デバイスに記録した設定内容を呼び出す
	USB に設定されている色を変更する
	[UTILITY] 画面を表示する
	設定を変更する
	PRO DJ LINK 接続中のDJ プレーヤーへ設定内容を複製する
	ドライバーソフトウェアをインストールする

	DJ ソフトウェアを使う
	DJ ソフトウェアを操作する

	その他
	故障かな？と思ったら
	液晶画面について
	エラー表示
	iPod/iPhone について
	保証とアフターサービス
	商標、ライセンス等




